
 

１．件名：「泊発電所３号機の地震等に係る新基準適合性審査に関する事業者

ヒアリング (110)」 

 

２．日時：令和２年７月８日（水）１３時３０分～１７時３０分 

 

３．場所：原子力規制庁９階耐震会議室 

 

４．出席者 

  原子力規制庁：内藤安全規制調整官、熊谷管理官補佐、田上上席安全審査

官、佐口主任安全審査官、谷主任安全審査官、菅谷技術研

究調査官、宮脇技術研究調査官、南雲係員 
  北海道電力株式会社：藪執行役員 他１１名（テレビ会議システムによる

出席） 

 

５．自動文字起こし結果 

   別紙１及び別紙２のとおり 

   ※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

     発言者による確認はしていません。 

 

６．提出資料 

・泊発電所３号炉 地盤（敷地の地質・地質構造）に関するコメント回答

（Hm2 段丘堆積物の体積年代に関する検討） 



別紙１ 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:06 はい、規制庁タガミです。ちょっと時間早いですけど、始めたいと思いますが、

事業者さんもよろしいでしょうか。 

0:00:15 はい、大丈夫です。よろしくお願いします。 

0:00:18 それではただいまから、泊発電所 3 号炉地盤地域敷地の地質地質構造に関

するコメント回答ということでヒアリングを実施いたします。 

0:00:30 資料提出されておりますので、まず事業者さんから御説明をお願いいたしま

す。 

0:00:40 はい、北海道電力の松村です。本日どうぞよろしくお願いいたします。 

0:00:45 本日は、当泊の地質に関しまして、4 月 16 日の審査会合をいただきました指

摘に対する回答を作成してきましたので御説明しいたします。それではこれか

ら説明しますのでよろしくどうぞお願いいたします。 

0:01:05 北海道電力のセガワです。資料について御説明いたします。 

0:01:10 2 ページに目次をお願いいたします。 

0:01:14 今回は 4 月 16 審査会合における指摘のコメント回答といたしまして、一番と

形式で資料を構成しております。 

0:01:24 一生Ａは 2 年 1 月 16 日審査会合における説明内容及び指摘事項です。 

0:01:31 っちゅおりまして 18 ページ、お願いいたします。 

0:01:42 こちら指摘事項としては整理はされておりませんが、ラップ粘弾ラップアップ面

なの際に、劣化部についてわかりやすく整理するようコメントいただきましたの

で、フローのほうに、劣化部の水量関係を追記するのと、一覧表で整理してご

ざいます。 

0:01:59 劣化部の認定としまして、ｋＡ29 ヶ所抽出しておりまして、右のフローですば④

の分岐のところで、左側に条件を満たすものが 16 ヶ所条件を満たさないもの

が 13 ヶ所となっております。 

0:02:16 最終的な評価といたしましては、Ｆ1 断層に認定されないで額が 6 ヶ所、Ｆ1 断

層が継続箇所へ成因の検討を行ったもの、これが形成 3 ヶ所あります。 

0:02:29 21 ページをお願いいたします。 

0:02:34 今しがた申し上げた劣化部関係のものを一覧表で整理しておりまして、ピンク

のハッチングがｆ1 断層の可能性を有する劣化部、青がｆ1 断層の可能性を有

する劣化部とは判定されない劣化部でお示ししてございます。 

0:02:53 できまして、26 ページ、27 ページをお願いいたします。 

0:03:04 こちらは前回会合における主な指摘の一つとして考えてございますか、開削調

査箇所北側における小断層上端付近の評価について、提示しているＣＴ画

像、こちらでは評価が難しいとコメントいただいておりますので、 



0:03:20 今回を契機方向に掘り進めてデータ拡充を実施しております。 

0:03:26 続きまして、28 ページ、29 ページお願いいたします。 

0:03:32 こちらも主な指摘の一つとして考えてございますか開削調査箇所南側におけ

る小断層上端付近の評価、こちら斜面堆積物の価格で上部に比べややシルト

が少ない箇所へんいう点でおりますが、こちらが認められております。 

0:03:50 センイ部の性状や分布などを含めまして、上載層のＹＥＳ3 ユニットの地層区

分のが構成員について、今回検討してございます。 

0:03:59 34 ページ、35 ページをお願いいたします。 

0:04:08 こちらは 4 月 16 日審査会合の指摘事項を一覧で整理したものになります。 

0:04:15 30 ページ 37 ページお願いいたします。 

0:04:21 こちらはすてき何番に対しまして、その指摘の趣旨として検討した方法として

それがどこに記載されているか、また検討結果の概要を整理したものになって

おります。こちらについては各章の冒頭で内容について触れさせていただきま

す。 

0:04:38 39 ページをお願いいたします。 

0:04:43 2 章、ｆ1 断層開削調査箇所付近に分布する堆積物のさらなる検討ですが、40

ページをお願いいたします。 

0:04:55 こちらの章で該当しますのが指摘ナンバーの 1 とナンバー2 から 8 になりま

す。 

0:05:01 指摘のＮｏ.1 ですが、指摘の御趣旨といたしましては、改正堆積物、Ｍ1 位に

っととＭＳ3 ユニットのユニット区分の妥当性については指摘の趣旨となってお

りまして、検討方法といたしまして、火山灰分析を実施しております。 

0:05:18 内容については、2－一章に記載しておりまして、検討結果の概要ですけれど

も、設備設置測定及び主成分分析の結果、Ｍ12 と及びＭ3 ユニットには明瞭

な差異が認められないことから、 

0:05:33 当社は、これらの改正堆積物を一連の下位水準上昇に伴う堆積物と評価して

いることと調和的です。 

0:05:41 Ｍ1 ユニットと攻め際に、ユニット境界付近における堆積環境の変化と斜方輝

石の含有量のエコーの変化は調和的となっております。 

0:05:52 次に指摘事項のＮｏ.2 から№8 ですが、指摘の趣旨といたしましては、斜面体

積物ＰＳ3 ユニットの妥当性についてコメントいただいております対応としまし

て、改正堆積物や森泥との性状を比較すること。 

0:06:09 それから追加開削調査箇所に認められて斜面堆積物の性状を比較すること。 

0:06:15 またＰＳ3 ユニットがどのような分布しているかといったことになりまして、検討

方法といたしましては、露頭剥ぎ取り権者資料薄片の観察エレキ収益の形状

調査、火山灰分析測定を実施しております。 



0:06:31 記載している箇所は 2－2 商品になります。 

0:06:34 円筒の概要といたしましては、開削調査箇所南側の南側壁面の背後法面に 

0:06:41 各堆積物と森野層が行いまして、その特徴を整理してございます。 

0:06:47 各堆積物と森の特徴に基づきまして、詳細スケッチを作成しております。 

0:06:53 また、この地層区分の妥当性を確認するために各種観察分析測定を実施して

おります。その結果が各地等区分は妥当であることを確認しております。 

0:07:04 南側壁面に認められるＰＳさん一家について波が壁面の背後法面からの連続

剤についても確認しております。42 ページお願いいたします。 

0:07:19 まず 2 の 1 相改正堆積物のユニット区分の妥当性の検討です。 

0:07:25 前回会合における指摘を踏まえましてい性堆積物、Ｍ1 東電さんユニットを対

象として、開削調査箇所北側と南側の南側壁面の背後法面において、鉛直方

向に連続的に火山灰分析を実施しております。 

0:07:42 44 ページをお願いいたします。 

0:07:48 こちらが開削調査箇所北側において、鉛直方向に連続的に火山灰分析を実

施した測線をお示ししておりますピンクの丸の範囲が新規に実施した場所にな

ります。46 ページをお願いいたします。 

0:08:05 追加火山灰面積の結果をお示ししております。注鉱物ちゃ後期適当角閃石の

屈折率測定及び施設ちゅう成分分析の結果、Ｌ1 ユニットとＭ31 と 2 明瞭な差

異が認められません。 

0:08:21 一方、47 ページの下の表に示してます緑囲みの範囲ですが、標高約 47 から

49ｍの範囲においては有効物の地域斜方輝石の含有量が増加する傾向が

認められます。 

0:08:38 4849 ページに斜方輝石と角閃石の主元素組成をプロットしております。50 ペ

ージお願いいたします。 

0:08:50 こちらに斜方輝石の含有量を開削調査箇所北側の北側壁面のスケッチに重

ねたものをお示ししております。 

0:08:59 先ほどご説明いたしましたが、斜方輝石の含有量は標高約 47 から 49ｍの範

囲において装荷する傾向が認められますが、当該範囲にはＭ1 とＭｓ範囲の

境界が存在します。 

0:09:15 ＮＥＣとＭ3 以下の境界には堆積環境の変化が存在することから、斜方輝石の

含有量を何点かは、これに対応するものと考えております。 

0:09:28 次に 51 ページをお願いいたします。 

0:09:31 こちらが開削調査箇所南側南側壁面の背後法面なります。 



0:09:36 こちらでも、鉛直方向に連続的に火山灰面積を実施しておりまして、新規測線

としてＳＫＢ－Ｄで青線で示した箇所、こちらで火山灰分析を追加して実施して

おります。 

0:09:49 52 ページ 53 ページ、見開きでお願いいたします。 

0:09:54 追加火山灰分析の結果ですけれども、重鉱物の屈折率測定とし成分分析の

結果、本調査箇所に認められるＭｍ1 と先ほどご説明しました開削調査箇所

北側に認められるＮＥＣにちょっと研さんユニットと比較いたしまして、明瞭な差

異は認められません。 

0:10:16 54 ページと 55 ページば南側壁面の背後法面と対策自体の結果もあわせて

斜方輝石と角閃石の主元素組成をお示ししております。 

0:10:28 本調査箇所に認められる斜方輝石の含有量には開削調査箇所北側と比較し

て、明瞭な傾向の変化は認められません。 

0:10:38 56 ページをお願いいたします。 

0:10:44 こちらは開削調査箇所南側の南側壁面の背後法面に花壇斜交輝石の含有量

を含めたものをお示ししております。 

0:10:54 先ほど申し上げた通り、本調査箇所に認められる斜交輝石の含有量には開削

調査箇所北側と比較いたしまして、明瞭な傾向の変化は認められません。 

0:11:05 斜方輝石の含有量に明瞭な健康の変化が認められないことは、本調査箇所

に認められる改正堆積物をＭ1 に区分していることと調和的です。 

0:11:17 すいません一度 42 ページに戻っていただきまして、 

0:11:26 青い矢印の下の箱になりますが、 

0:11:30 設立測定と出展分析の結果、各調査箇所に認められるＮ1 ピットとＮＳ波にタ

ニは明瞭な差異が認められないことから、当社がこれらの改正堆積物を一連

の下位水準上昇に伴う堆積物と評価していくことと調和的です。 

0:11:48 Ｍ1 ユニットとＭＳ3 ユニットのユニット境界付近における堆積環境の変化と斜

交輝石の含有量の傾向の変化は調和的となっております。 

0:11:59 58 ページをお願いいたします。 

0:12:06 次に、 

0:12:07 2－2 章で開削調査箇所南側に認められます斜面堆積物の検討を実施してお

ります。 

0:12:15 こちらでまずストーク弁の妥当性確認の流れについて御説明いたします。 

0:12:21 宴会会合における指摘を踏まえまして、南側壁面と南側壁面の背後法面に認

められて斜面堆積物ＰＳＩ2 との地層区分の妥当性を確認するため、当該層、

それから上位のリードをして会議の改正堆積物などにつきまして、各種転籍測

定を追加で実施します。 



0:12:41 性状や分布を整理してございます。 

0:12:45 まず、2－2 の 1 相では地層区分の整理ということで、 

0:12:50 南側壁面の背後法面の付近を対象に、 

0:12:54 これは相当間隔で代表できる選定いたしまして、あく堆積物と森田のそうそう

確認を行い、それぞれの特徴を整理しております。 

0:13:03 堆積物と森中の特徴に基づきまして、詳細スケッチを育成しております。 

0:13:10 そして 2－2－2 章ではいないいの一生の地層区分の整理結果の妥当性を確

認するため、 

0:13:18 変観察コード測定火山灰分析を実施しております。 

0:13:24 し、また斜面堆積物の地層区分の妥当性を確認するために、開削調査箇所北

側の東側にあります。追加調査箇所に認められる斜面堆積物についてもそう

そう確認やべき収益の形状調査火山灰分析を行いまして比較を実施しており

ます。 

0:13:43 上記の結果、各地層区分は妥当であることを確認しております。 

0:13:48 そして 2－2 の 3 相で南側壁面の連続ということで、南側壁面で認められるＰ

Ｓ3 ユニットが背後法面に連続することを確認しております。 

0:14:01 59 ページには、開削調査箇所南側の全体を監視できるものをお示ししており

ます。 

0:14:09 なぜｆ1 断層に関連する小断層評価してますのが、南側け決めとなっておりま

す、こちらにｆ1 断層に関連する小断層Ｎ20°Ｗ／50 ダブりが認められます。 

0:14:23 そしてその背後の液面に南側壁面の背後にあります法面、こちらがＰＴＳ2 ユ

ニットやＴＳ1 ユニットが認められる効き目がございます。 

0:14:37 また、付近にありました側溝撤去スタートの増、これを見ている壁面が側溝設

置後の壁面それぞれ山側等にバーがございます。 

0:14:49 また、右側壁面という、これまでフリーフレームがあった箇所ございまして、こ

ちらを右側に決めと呼んでおります。 

0:14:58 ほかにも後段の海側壁面というのはございます。 

0:15:02 あとは指摘をいただきます。 

0:15:06 海山方向の 

0:15:09 分布状況を確認するために 90 掘削調査箇所ということで、①②③ということで

3 ヶ所、海山方向で掘削を実施しております。 

0:15:22 63 ページをお願いいたします。 

0:15:31 2－2 の 1 相地層区分の整理、まず早々確認なります。 



0:15:37 連続的に分布状況は確認しておりますが、主に側溝設置後、国が壁面から代

表壁面を選定しまして、ちょっと区分を整理するための確立等の各所といった

ものを整理してございます。 

0:15:54 調査箇所としましてはぎとり権者資料箇所はぎとり提案者資料作成箇所が①

から④の箇所。 

0:16:01 そう確認実施箇所は①から③になります。 

0:16:06 65 ページをお願いいたします。 

0:16:13 こちらはそうそう確認とはぎとり権者資料を作成した位置を示してるもので現

地調査で確認いただいてます。天端にありました側溝を撤去した後の海との

右側を見ている的メンテして、 

0:16:27 南北方向に見ているものです。 

0:16:30 また今回のご指摘前回会合の御指摘を踏まえまして、10 時掘削海山方向で

掘削を行いまして、面的な広がりも確認しているものでございます。 

0:16:42 66 ページをお願いいたします。 

0:16:49 こちらははぎとり権者資料作成位置①ということで、こちらに示してます写真は

例は 2 年 3 月にあってしたもので、前のページのスケッチにおけるより低Ｋｍ

付近の状況になりますが、こちらの赤破線の位置ではぎとり権者資料を作成

しております。 

0:17:08 68 ページをお願いいたします。 

0:17:12 切取権者資料 68 ページ解釈線あり 69 ページ解釈線なしで掲載しておりま

す。 

0:17:20 青の破線が森どの規定ね。 

0:17:23 いろんな観点がＰＳ3 位に来定年を示しております。 

0:17:28 改正堆積物への 12 とは、かつ会からかつ会食を呈する砂で細粒化ら中流酸

から成り淘汰ばよいとなっております。 

0:17:39 繊維上これは活愛食を呈するシルトまじり砂で細粒化ら貯油さがあっち状に認

められてるか下あいできは顕在します。またシルトの履歴及び会場の黒色の

ブロックが認められます。 

0:17:56 定年はＩ－Ｉ性堆積物を侵食しております。 

0:18:02 斜面堆積物ＰＳＩにですからは管轄会食を呈する駅までシルトまじり砂でさらに

劣化した。 

0:18:11 円礫及び会場の黒色のブロックが認められます。 

0:18:16 色は暗かつ会食を呈するシルトまじりでキッツさんから来まじり砂駅まじりシル

ト質砂でそうそう変化が著しく異質な早々示します阿多申請中学歴が完全に

す。 



0:18:31 70 ページをお願いいたします。 

0:18:39 こちらははぎとり権者資料作成上の露頭の状況でして、状況といたしまして

は、はぎとり権者等々ような状況が見てとれますＳ写真の撮影時期は例は 2

年 6 月 3 物です。 

0:18:54 78 ページをお願いいたします。 

0:19:03 それは先ほどの壁面の位置から少し南側に一対一で撮影位置①とすみませ

ん③となります。 

0:19:13 こちらは 65 ページに示しますスケッチにおける距離て 4 ページ、5ｍ付近のも

ので、写真割れは 2 年 3 月なもんです、こちらの赤破線の位置で、はぎとり権

者資料を作成しております。 

0:19:25 80 ページお願いいたします。 

0:19:31 8 ページははぎとり権者資料③をお示ししておりまして、 

0:19:36 拡大写真②をご覧いただきたいと思いますが、センイ部が認められまして侵食

によりＭ12 の表裏の厚さが変化している状況が見てとれます。 

0:19:49 できまして 84 ページをお願いいたします。 

0:19:58 こちらははぎとり転社資料④という箇所で、先ほどの位置からさらに南側に 

0:20:05 少し一対一になります。1 としましては 65 ページに示せスケッチにおける距離

て 0.5ｍ付近です。 

0:20:14 こちらはＡ系海食崖の基部に近い位置の液面状況を観察してるものになりま

す。 

0:20:20 86 ページをお願いいたします。 

0:20:27 こちらにはぎとり権者試料の結果を載せておりまして、こちらでは繊維部は認

められないものとなっております。 

0:20:35 82 ページに戻っていただきたいと思います。 

0:20:45 82 ページですが、右上にあります通り写真。 

0:20:50 撮影位置図③－1 でして、65 ページに示すけっちんおける 10 時掘削箇所あ

る位置取りてマイナス 0.5ｍ付近になります。海山方向に掘削した断面で、面

的に 

0:21:05 堆積物の分布状況を確認しております。 

0:21:08 こちらの壁面では船員ば分布していることなどを確認してございます。 

0:21:15 88 ページ、お願いいたします。 

0:21:21 はい。 

0:21:24 こちらはＰＳにピットのある位置ということで、南は壁面の背後法面で実施した

はぎとり権者資料になります。 



0:21:34 目的としましてはＰＳ3 県新田の性状の比較として、比較的規模の大きいＰＤＳ

2 ユニットで 2 ヶ所はぎとり権者資料を作成しております。こちらは基部に近い

ものになります。 

0:21:48 90 ページをお願いいたします。 

0:21:55 こちらにはぎとり電車資料イエスにユニットの①をお示ししております。 

0:22:02 斜面堆積物、ＥＳＡ2 ユニットは、 

0:22:05 来定年は会の体制耐性劇物を侵食しております。実質は淘汰が悪いシルトま

じり歳入差です。 

0:22:14 こちらでは繊維部は認められませんでした。 

0:22:18 96 ページをお願いいたします。 

0:22:28 こちらはＧＳ1 ユニットで剥ぎ取りした資料を作成した位置をお示ししておりま

す。 

0:22:34 98 ページをお願いいたします。 

0:22:41 はぎとり権者資料のそうそう確認結果ですが、ＰＳ1 につきましても、Ａ部は認

められませんでした。 

0:22:49 104 ページ、105 ページをお願いいたします。 

0:23:03 以上の構想確認はぎとり検査試料の観察から南側壁面の背後法面における

早々確認により得られたＮ1 とＰＳＩにっとおり炉の特徴を整理してございます。 

0:23:17 また、斜面体積物のＥｓ2 ユニット等々ＰＳＨＡメーターについてもあわせて特

徴を下の表で整理してございます。 

0:23:27 その中の志賀機は各堆積部、堆積物により異なる特徴になっております。 

0:23:34 105 ページ、青矢印の下です。 

0:23:37 そうそう確認の結果ですが、 

0:23:40 南側壁面の最後法面において認められる各堆積物及び森とは異なる特徴が

認められまして、それぞれの境界部付近において、明瞭な早々の差異が認め

られます。 

0:23:53 ＭＨ1 と東端良い砂から成りＡ部はシルトまじり砂であることから、明瞭な早々

の差異が認められます。 

0:24:02 また、その早々協会は政務繊維部がないのか、ＮＥＣ日当侵食する侵食面で

あることから、明瞭です。 

0:24:12 繊維部はシルトまじり砂であり、 

0:24:15 斜面堆積物ＴＳＩに問われきまじりシルトまじり砂であることから、そう総務差異

が認められますが、その早々境界は漸移的であり、明瞭ではありません。 

0:24:26 ／添付が断続的に 



0:24:29 連続的であることから、局所的にＰＳ3 ユニットがＮＥＣにその直上に分布して

おり、基底面はＭ1 と侵食する侵食面であることから、明瞭です。 

0:24:43 ＴＳＩに問われきまじりシルトまで砂であり、森尾は生徒まじり 

0:24:49 摘出さから駅まで率ないけまづりシルト質砂でそうそう変化が著しく均質な

早々を示します。 

0:24:58 ＰＳさんと森ど今明瞭な早々の差異が認められることから、その境界は明瞭で

す。 

0:25:06 ＥｓＨ2 とＰＳ2 ユニットは何ら早々が認められますが、両層はＬ1 に挟在し会の

改正堆積物を斟酌しております。 

0:25:17 なお、表層には専用は認められておりません。 

0:25:22 斜面堆積物ＰＳ3 ユニットはイエスにピットと科医のＭ1 と斟酌していること、そ

れから基質がシルトまじり砂であるという特徴において、位置しております。 

0:25:35 青矢印の下の箱ですが、ＴＳＩにっとはＮＥＣ日程に挟在する。 

0:25:42 ＢＳＥユニットと特徴が位置しております。 

0:25:46 繊維部はＢＳ3 ユニットとの層相対比及び下位のＭ1 日当を侵食する状況を踏

まえますと、31 と 2 区分されるのかと判断されます。 

0:25:58 続きまして、106 ページをお願いいたします。 

0:26:07 106 ページでは南側壁面の背後法面における堆積物の連続性ということでち

いＳ3 ユニットの分布状況を明確にするため、先に整理しました総層境界の考

え方に基づき、南側壁面の背後法面の天馬付近のうち、 

0:26:25 かなり壁面で詳細スケッチを作成しております。 

0:26:29 悪性してる箇所といたしましては、側溝設置後の海側の壁面と山側のできな

い。それから後段部の海側壁面になります。また、右側壁面の一部につきまし

ては減少されご確認いただいて、 

0:26:46 おります。 

0:26:48 そして従事した箇所ですが、こちら指摘を踏まえた新規の壁面、 

0:26:53 なっております。 

0:26:57 エジェクタ箇所は①から③の箇所でスケッチを作成してございます。 

0:27:03 入れさん行った後、繊維部の代表的な早々はシルトまじり砂で。 

0:27:09 あります。このため、駅までシルトまじり砂の中にシルトまじり砂が分布する範

囲を 

0:27:15 色が分布する範囲と評価いたしまして、詳細スケッチにお示ししております。 

0:27:21 会合のほうでは、会合での指摘では、参考資料に掲載しましたところを写真に

根拠を示すことを念頭いただいておりますが、今回、はぎとり資料の作成や詳



細スケッチを作成いたしまして、スケッチの記事など根拠を進めてきていると

考えておりまして、 

0:27:39 これらスケッチなどが指摘の№7 の回答になると考えております。 

0:27:46 108 ページをお願いいたします。 

0:27:53 こちらは先ほどから御説明している側溝設置後の海側壁面の写真とスケッチ

になります。天端にありました側溝撤去しててきた三園海側見てる壁面です。 

0:28:06 こちらでは旧海食崖等も井戸の分布を調べるため距離て約 1ｍ辺りから南東

側のほうを拡幅して今回写真とスケッチをお示ししております。 

0:28:19 112 ページ、113 ページ、見開きでお願いいたします。 

0:28:28 まず 113 ページですけれども、 

0:28:32 こちらはスケッチ、写真とスケッチの範囲が先ほどの範囲Ｔという箇所になりま

して、距離呈約 6.5ｍに前回会合で御説明しました、南側壁面の背後法面に

認められる広角な西上がり逆断層センスの小断層、 

0:28:49 走向傾斜がＮ13°Ｗ78°Ｅ見かけ鉛直変位量が約 1 から 1.5 センチの小断

層がとめられます。 

0:28:59 暖かく 12 ページ、こちら距離呈約 3ｍ付近にそう走向傾斜がＮ36°Ｅ70°Ｅ変

位量が約 1ｃｍの正断層が認められます。 

0:29:12 ともに上端はＴＳＬにＰＳ3 ユニットに侵食されてない断層です。 

0:29:19 そして 113 ページの距離呈約 50 っすね。 

0:29:24 個人と見て 10ｍから右側のほう、こちらが南側壁面と連続する位置となりまし

て、 

0:29:33 こちらのスケッチのエース整備の範囲といたしまして、赤の括弧で西武を今分

関与を示しております。 

0:29:42 114 ページをお願いいたします。 

0:29:52 こちらは側溝設置後の山側壁面ということで、さっき、先ほど御説明いたしまし

た海側壁面の山側壁面み山側を見ている壁面になります移行スケッチを掲載

してございます。 

0:30:08 120 ページをお願いいたします。 

0:30:14 こちらは後段で海側壁面ということで、同じく写真とスケッチを 125 ページまで

示しております。 

0:30:26 126 ページをお願いいたします。 

0:30:34 こちらは海側壁面になります。 

0:30:38 北西側が南側壁面のほうになりまして、 



0:30:41 反映の範囲でフリーフレームを撤去いたしまして、こちらで南側壁面のＦ1 断層

に関連する小断層の走向方向の連続が今回認められましたが、こちらの内容

については参照で詳述いたします。 

0:31:00 134 ページお願いいたします。 

0:31:12 134 ページは中止従事掘削調査箇所①を示しております 135 ページは 10 時

掘削箇所の②、136 が③となっております、海山方向で掘削した調査箇所のス

写真とスケッチになります。 

0:31:31 140 ページをお願いいたします。 

0:31:43 こちらからは 2－2 章となりまして、地層区分の妥当性に関する検討を実施し

ております。 

0:31:50 2－2 の 1 相で実施いたしました地層区分の妥当性を確認するため、薄片観

察、硬度測定火山灰分析、また開削調査箇所北側の追加調査箇所に認めら

れる斜面堆積物と比較しております。 

0:32:08 140 ページでは、薄片観察の結果についてまとめております。 

0:32:13 薄片につきましては、モリタの薄片観察をするよう御指摘をいただきましたの

で、生活しております。 

0:32:20 調査箇所を行っておりまして、枝番があるものはもりどＥＳ3 円右辺の位置と実

施しているものでございます。 

0:32:30 141 ページに 

0:32:33 おりとＰＳＩ日当繊維部、Ｍ1 ユニットの特徴を整理したものをお示ししておりま

す。 

0:32:40 142 ページ。 

0:32:42 お願いいたします。 

0:32:48 こちらに発見観察結果ということでもリードＰＳ3 ユニット弁イベントとしてＭ1 に 

0:32:56 代表的な性状を記載しております。また、あわせてオープンとクロスニコルの

発見資料を掲載してございます。 

0:33:05 144 ページをお願いいたします。 

0:33:12 森尾について御出席いただいておりますので一番いい例として御説明させて

いただきます。 

0:33:18 こちらはＳＫＢＥＷ－1－1 で実施したものでして、包括斜交でセル粘土鉱物及

びと粒径の砕屑物が決しておい箇所が認められない部及び周辺の砂粒径の

砕屑物は抵抗配列していることが拡大写真 

0:33:37 ある 1 から見ましても移動式なしの影響を受けているものと考えられます。 



0:33:44 また、部及びその周辺で拡大写真を②に示しておりますが、砂粒径の砕屑物

の量及び粒径のある箇所が認められ、粒子の形状及び粒径等が今回紙均質

な性状を示しております。 

0:34:01 このように各堆積物と森尾はねようになる特徴が認められております移行博

展関係のデータを掲載しております。 

0:34:11 168 ページをお願いいたします。 

0:34:22 168 ページは構造設計硬度測定結果のまとめを示しております。 

0:34:28 Ｍ1 ユニットＰＳ31 として森どの地層区分妥当性の確認のため南が、 

0:34:36 液面の背後法面において、 

0:34:39 審査会 1 月 16 審査会合以降に追加で硬度測定を実施しております。 

0:34:45 策定実施箇所は右上の図の 4 壁面を対象としておりまして、例えばですけれ

ども、171 ページでお示しますように、 

0:34:55 壁面に対してそう間隔で嘔吐測定を実施しております。 

0:35:02 Ｃｏｄｅ測定につきましては、Ｍ121 と 3 ユニットも里道期間的に測定を実施して

おりまして、十分な層厚を有する繊維部が認められる箇所では繊維部につい

ても測定を実施しております。 

0:35:18 報道測定の結果を 169 ページに正規ベント曲線等を平均値、標準偏差をお示

ししております。 

0:35:27 コード策定の結果ですが、各堆積物とおもい度において、以下の特徴が認め

られます。 

0:35:34 詭弁特性の黒線で示しているのがもう里道緑がＰＳ31 ユニット緑の破線がＰＳ

3 位と義務を除いたものです。緑線が繊維物価がＮ1 となります。 

0:35:50 森度を名ちっとはＢＳ3 以下に比べまして、値が小さい傾向が認められます。

本当はＭ1 とケース 3 一遍比べまして、値のばらつきが大きい傾向が認めら

れます。 

0:36:04 青森と頭頸部 1 にっとがＩＳＩに比べて値が小さい傾向が認められることは以前

お示ししてます資料 176 ページにございますが、南か壁面における既往の硬

度測定結果と調和的となっております。 

0:36:27 168 ページの青矢印の下ですが、各堆積物とも井戸において認められる異な

るコードの特徴はそうそう確認における特徴と調和的です。 

0:36:38 ＮＨヒットがＰＳ3 ユニットに比べ値が小さい傾向が認められることは早々観察

において認められる大高良い砂であるという特徴と調和するものと考えられま

す。 

0:36:51 井戸がＰＳ3 以下に比べ値が小さい傾向が認められることは森度が自然地盤

ではなく、人工構造物であることに起因するものと考えられそうそう確認におい



て認められる亀裂が発達するという特徴も影響する場合があると考えられま

す。 

0:37:09 森度がＭ1 ユニットと家さん言ったように比べ値のばらつきが大きいことは

早々観察において認められる早々変化が五つ著しく不均質な想定するという

特徴と調和するものと考えられます。 

0:37:26 続きまして、177 ページをお願いいたします。 

0:37:36 はい。 

0:37:39 177 ページでは、火山灰分析の結果ということで、南側壁面の背後法面にお

いて、鉛直方向に連続的に分析を実施しております 178 ページをお願いいた

します。 

0:37:56 データについては 170980 とあせてご覧ください。 

0:38:01 という項別アクセス性率測定及び規制分析の結果ですが、 

0:38:07 ＴＳＩにっととＰＳＨＡユニット及び、ＤＳ2 ユニットは調和的です。 

0:38:13 斜方輝石の含有量はＰＳ2 ユニットが認められる範囲標高 49ｍ程度において

検証する傾向が 179 ページの緑囲みの範囲で認められます。 

0:38:26 火山ガラスの主成分分析の結果を移動中に洞爺火山灰の混在が認められま

すが、Ｓ1ＥＳ2ＥＳ3 には洞爺火山灰は認められません。 

0:38:38 185 ページをお願いいたします。 

0:38:47 185 ページからは、正価開削調査箇所に認められる斜面堆積物と開削調査箇

所南側のＰＳ1 位、3 と比較を実施しております。 

0:39:00 成果開削調査箇所のそうそう確認ですが、写真を 186 ページスケッチは 187

ページにお示ししております。 

0:39:10 本調査箇所においては、Ｍ1 とＭ3 ユニットが認められまして、斜面堆積物が

道に行ったり挟在して堆積しております。 

0:39:21 斜面堆積物はＫ海食崖にコンタクトして分布しており、範囲のＭ12 と一部削り

込んで堆積しております。 

0:39:31 なお、斜面堆積物には、ＣｓＩ気に入っ課において認められる早々変化を示す

箇所、変位部ですが、こちらが認められない結果となっております。 

0:39:42 196 ページをお願いいたします。 

0:39:57 196 ページは、追加開削調査箇所で実施しました。日収益の形状調査試料採

取位置を示しております。 

0:40:07 2 ヶ所で精緻さ治療の最小実施しております 198 ページをお願いいたします。 

0:40:18 まず歴史の踏査結果ですが、資料構成歴はさして凝灰岩歴です。 



0:40:24 そして斜面堆積物は開削調査箇所南側の背後法面の調査結果掲示受けるペ

ージにお示してるものと同様に旧海食崖を形成する基盤が逃しありと同様な

歴史が多く含まれております。 

0:40:42 100 ページをお願いいたします。 

0:40:50 こちらでは益の計上調査結果をお示ししております。 

0:40:54 グラフのほうにはＴＳ1 イエスに家さんの結果を合わせたものを紫破線であわ

せてお示ししておりまして、本調査箇所の結果は黒の参画と丸でお示してるも

のです。 

0:41:09 エリアＡ程度を研磨度ともに開削調査箇所南側の背後法面の斜面堆積層等よ

うな値を示しております。 

0:41:19 103 ページお願いいたします。 

0:41:28 こちらは追加開削調査箇所の火山灰分析を実施している測線を示しておりま

す 104 ページをお願いいたします。 

0:41:39 データのほうは 205 ページから 207 ページにお示ししております。 

0:41:45 結果ですが、ていう鉱物の屈折率測定及び止水主成分分析の結果、追加調

査箇所に認められる斜面堆積物とＥｓ一任とＥＳＡ2 ユニット、そしてＴＳＩＮＩＰＰ

Ｏと調和的となっております。 

0:42:01 斜方輝石の含有量は 205 ページに示しますとおり、斜面堆積物が認められる

範囲、緑囲みの範囲ですが、全において減少する傾向が認められます。 

0:42:15 208 ページ、お願いいたします。 

0:42:24 208 ページには、斜方輝石の含有量をスケッチに重ねたものを示しておりま

す。 

0:42:31 斜方輝石の含有量は斜面堆積物が認められる範囲において延焼する傾向が

認められた結果は開削調査箇所南側に認められるＤＳ2 において認められる

傾向。 

0:42:45 209 ページに示すものと同様となっております。 

0:42:50 110 ページをお願いいたします。 

0:42:57 以上で 2 位の 2－2 章です頭頸部の妥当性についての説明が終わりまして、

210 ページからは井上の参照波が悲鳴の連続ということで説明いたします。 

0:43:10 南側壁面に認められますＣｓ3 ユニットと繊維部につきましては、南側壁面の

背後の 5 名の連続性を確認しております。 

0:43:20 118、212 ページをお願いいたします。 

0:43:31 112 ページには、例は 2 年 6 月に策定した露頭の状況写真を示しておりま

す。 



0:43:38 以下の規定念を買おう 8000 家さん言った人来定年をオレンジ破線で示してお

りまして、商談ｆ1 断層に関連する小断層、これは右下の花のほうから左上が

り汚染構造で見えてるものいっぱいあります。 

0:43:55 そしてこちらの壁面では繊維ばシルトまじり砂の層想定しておりまして、南壁面

で連続している状況が認められます。 

0:44:05 一度、すみませんが 29 ページに戻っていただければと思います。 

0:44:21 29 ページには、南側壁面で、 

0:44:25 はぎとり御社資料を作成しておりまして、こちらは前回会合から提示しているも

のになります。 

0:44:33 こちらで繊維部はシルトまじり砂を想定しておりまして、繊維部は小断層の上

端の南西側及び北東側に認められますが、小断層の東端付近には認められ

せ断続的な分布を示してございます。 

0:44:53 111、110 ページに戻っていただきたいと思います。 

0:45:07 210 ページは、Ａは 2 年 6 月に策定した露頭の状況でして、112 ページを、写

真の位置として連続するようにお示ししております。 

0:45:19 そしてこちら側溝設置後の海側壁面と浅部を含むＰＳ3 位にとか連続している

状況を確認できているものと考えてございます。 

0:45:34 以上で、事象の説明については終わります。 

0:45:38 117 ページをお願いいたします。 

0:45:53 117 ページからは参照小断層の影響範囲に関する検討です。 

0:45:59 218 ページをお願いいたします。 

0:46:03 すてきナンバーとしましては、Ｎｏ.9 です。 

0:46:07 になります。 

0:46:08 既往のブロック試料における地域画像では小断層が河成の堆積物でＤＦに行

く途中に連続しているとしているようにも見える辺り駅の直前で少し曲がるよう

に見えると御指摘いただいているため、この小断層上端付近に関するデータ

を拡充しております。 

0:46:28 検討の方向といたしましては、直接目視で確認観察できるよう、露頭観察とは

ぎとり権者資料を用いて観察を実施しております。 

0:46:39 検討結果の概要ですが、北側け決めんと南側壁面ともに、奥行き方向に掘削

を行いまして詳細観察を実施した結果、Ｆ1 断層に関連する小断層はＢＦ2 度

に変位変形を与えていないと判断されます。 

0:46:57 また、指摘事項ではございませんが、先ほど申し上げた開削調査箇所南側の

右側的面においてＦ1 断層に関連する小断層の走向方向の連続が新たに確

認されましたので、その結果について検討しております。 



0:47:14 この結果を踏まえまして、改めてｆ1 断層に関連する小断層はＰＳ詐欺に変位

変形を与えていないものと評価しております。 

0:47:25 120 ページをお願いいたします。 

0:47:32 こちらは指摘事項Ｎｏ.9 の回答になります。 

0:47:37 検討方針といたしまして、まず既往の評価ですけれども、Ｆ1 断層に関連する

小断層が影響をおよぼし得る範囲につきまして、北側壁面と南側壁面のＭ1

ビットとＥＦに行ったのはそうそう境界付近において、 

0:47:54 はぎとり権者資料、それから北側壁面の境界付近でブロック試料を用いた地

域画像による内部構造の観察を実施しております。 

0:48:04 124、225 ページに前回お示ししましたブロック試料とＣＴ画像を掲載しておりま

す。 

0:48:15 こちらでできの直前で小断層が曲がったりＡＴ赴任ユニットに連続性ように見え

るといったご指摘をいただいたして提示しているＣＴ画像だけでは評価が難し

い部分もあるといった指摘を受けています。 

0:48:33 それを踏まえまして、データ拡充。 

0:48:36 を実施しております。いろはこの中段からになりますが、ＤＦ2 ユニットが調査

位置層として成立してることを明確に確認することを目的といたしまして、 

0:48:49 データ拡充を実施しております条件につきましては、はぎとり権者資料のとこ

ろで御説明させていただきます。 

0:48:58 また、今回設定した条件を満たしておりませんが、結構現地調査時の壁面を

再生傾斜断面についても参考として後ろのほうに掲載しております。 

0:49:09 また、データ拡充を踏まえまして、 

0:49:12 宴会の希望ブロック試料中の割れ目ＣＴ型の見え方について、当社の解釈、こ

ちらもお示ししております 126 ページをお願いいたします。 

0:49:29 こちらは北側壁面の追加はぎとり権者資料を行った箇所になります現地調査

時の壁面から約 100ｃｍ奥行き方向にあるものになります。 

0:49:41 126 ページに解釈線あり 227 ページ解釈線なしのものをお示ししております、

近くの 1 で、はぎとり資料を作成しております 230 ページ、231 ページ見開きで

お願いいたします。 

0:50:01 まず解釈線のオレンジが小断層、青がＤＦに規定値です。 

0:50:07 230 ページに解釈線あり 231 が解釈線なしになります。 

0:50:13 こちらのはぎとり権者資料ですが、データ拡充にあたっての条件として、Ｌ1 に

おいて、小断層による容量のずれがＦＥＰにっとの永年直下で認められること、

それから、ＴＦに 1 度は砂礫そうであるため、ＥＤＦにその規定ね直下変位量が

地域 



0:50:33 はい。場合においても小断層による変位変形が確認できる学的滞留なそう想

定する、こういった条件を満たしているためだと考えております。 

0:50:46 こちらで小断層ですが、見かけ変位量が約 10ｍｍ程度ですが、Ｍ1 と 2Ｅを与

えており、ユニットの既定年直下で、 

0:50:58 連続しておりますが、Ｆに行ってには変位が認められない状況となっておりま

す。 

0:51:03 また、ＤＦ日程に剪断面は認められないものとなっております。 

0:51:08 以上より、ＥＦユニットに変形を与えていないと判断されます。 

0:51:15 同様に、南壁面でも確認をしておりますが、主線については割愛させていただ

きます。 

0:51:24 244 ページをお願いいたします。 

0:51:28 はい。 

0:51:33 244 ページでは昨日のブロック試料における割れ目の解釈を記載しておりま

す。 

0:51:40 4 月 16 会合で御指摘ありました小断層の延長方向にＰＤＦに途中に割れ目が

連続しているように見えるＣＴ画像 

0:51:51 こちら、 

0:51:52 のご指摘いただいておりますが、このＴＦに途中の割れ目につきましては、景

気方向の断面では明瞭かつ網目状に有益に三重系統性を有するものではな

いこと。 

0:52:07 そして、今回のデータ拡充の結果表評価の通り、Ｆ1 断層に関連する小断層

はＥＦに行ったり、変位変形を与えていないと判断されることから、ブロック試

料採取の許可及び乾燥収縮等に起因するケースってあると考えております。 

0:52:26 246 ページをお願いいたします。 

0:52:33 続きまして 3－2 章、小断層の影響範囲に関する検討ということで、今度は南

側開削調査箇所南側のほうになります。 

0:52:45 イロハこの中段ほどにありますが、1 度、2 章で触れさせていただきましたが、

4 月 16 審査会合以降斜面堆積物とＫ海食崖の分布状況を確認するため、海

側壁面のフリーフレームを撤去しております。 

0:53:01 この範囲において、南側壁面に認められるＦ1 断層に関連する小断層の走向

方向の連続が認められるから、小断層の上端付近についてはぎとり点写真を

用いて詳細観察を実施しております。 

0:53:16 247 ページに位置関係を示しておりまして、南側壁面認められるＦ1 断層に関

連する小断層がＮ20°Ｗ50°Ｗ、Ｓって、今回 



0:53:30 バックで囲っている 7 月 16 審査会合以降のＢＰＭ撤去範囲で走向方向の連

続が認められておりますと、小断層の走向傾斜は県読んどい 50 度だっていう

ふうになります。 

0:53:45 150 ページお願いいたします。 

0:53:50 はい。 

0:53:52 それから海側壁面ではぎとり権者資料を作成したものになります。 

0:53:59 いろいろ 

0:54:00 破線が掲載にその基底面を青破線が森の規定年オレンジが小断層になりま

す。 

0:54:07 小断層は見かけ鉛直変位量約 15ｃｍをして、小断層の上端付近はＴＳ31 と 2

明瞭に侵食されております。 

0:54:18 以上にＰＳＩにったりに変位変形を与えていないと。 

0:54:23 判断されます。 

0:54:25 152 ページ 253 ページには上端付近の者をお示ししております。 

0:54:32 154 ページをお願いいたします。 

0:54:41 254 ページには、小南開削調査箇所南側の小断層上端付近の既往評価を整

理をお示ししております。 

0:54:51 まず、市前回会合で提示しましたブロック試料を用いた研磨へん観察というこ

とでこちらの資料については、はぎとり権者資料作成の排気弁において、ブロ

ック試料採取し作成しております。こちらの研磨辺についてはＢＳ31 と 2 変位

変形を与えていないと判断されます。 

0:55:12 また、今回新たに研磨面を作成して観察を実施しております 256 ページ、257

ページお願いいたします。 

0:55:26 いや、左下にあります。 

0:55:29 青で示した矢印、こちらの観察面が、前回会合でお示しを示した観察方向で赤

で示しますのが今回新たに作った研磨面の観察こうこうやります。 

0:55:42 観察状況といたしましては、前回、時したものと同様にＨＧＳ3 位にあり、変位

変形を与えていないと判断されます。 

0:55:52 160 ページをお願いいたします。 

0:56:00 こちらは表の剥ぎ南側壁面で実施したはぎとり電車資料になります。 

0:56:06 こちらが保健所はぎとり兼車掌においても、ＰＳ3 ユニットに変位変形を与えて

いないと判断されます。 

0:56:14 2 章の検討結果を行いますと、南側壁面においても、ＨＧＳ3 行ったり、変位変

形を与えていないと判断されます。 

0:56:25 265 ページをお願いいたします。 



0:56:36 265 ページからは 4 章、ｆ1 断層開削調査箇所付近に分布する。 

0:56:43 堆積物の地層区分と同一の断層の活動性評価です。167 ページお願いいたし

ます。 

0:56:55 熱的ナンバーは 10 番でして、指摘の趣旨といたしましては、地層区分ケース

におけるＦ1 断層の活動性評価を実施することということで、今回 1 棟区分の

検討とｆ1 断層の活動性評価を実施しております。 

0:57:11 検討結果といたしましては、既往評価の岩内層の細区分について改めて実施

しております。 

0:57:18 改めて実施した地層区分、ケース 1 から 3 に基づく調査一層法により、ｆ1 断

層の活動性評価を実施しております。 

0:57:28 168 ページ、お願いいたします。 

0:57:35 検討内容ですけれども、 

0:57:37 評価の岩内層について改めて実施しております。 

0:57:41 各県数の検討については、 

0:57:44 平成 30 年 5 月 11、審査会合以降の指定に基づき実施しているものですが、

改めて敬意も 170 から 271 ページすいません誤りがありましたが、こちらに掲

載しております。 

0:57:59 そして、改めて整理した地層区分に基づいた調査位置等により、ｆ1 断層の活

動性評価を実施しております 172 ページをお願いいたします。 

0:58:13 まずストーク面に関する検討結果ですが、挨拶調査箇所北側南側における結

果を踏まえた各ケースにおける値と区分の結果をページから 275 ページに示

しております。また検討の詳細については参考資料 

0:58:30 そして 343 から 378 ページにお示ししております。 

0:58:35 検討結果を表にお示ししておりますが、評価といたしまして、形成整合的特異

的な特異な状況で 5 的ではないものもございますが、ケース 1 から計算に基

づいた調査位置層厚によりｆ1 断層の活動性評価を実施いたします。 

0:58:54 176277 ページお願いいたします。 

0:59:01 こちらはけど 1 断層の活動性評価に関する検討結果です。 

0:59:07 ケース 1、ケース 2 のいずれのケースにおきましても、Ｆ1 断層は後期更新世

以降の活動は認められないことから、将来活動する可能性のある断層等では

ないと評価されます、177 ページから 279 ページには、各ケースの活動性評価

のイメージ図を掲載してございます。 

0:59:30 281 ページをお願いいたします。 

0:59:39 この召集氷河作用の 

0:59:42 影響に関する検討ですと 183 ページをお願いいたします。 



0:59:50 指摘の№といたしましては 11 番指摘の趣旨といたしまして搭載地層の周氷河

作用の影響のある部位。 

0:59:59 今回の検討方向ですが、文献レビュー、それから、露頭観察はぎとり権者試料

観察を実施しております検討結果といたしましては、ＡＴＭに共済地層のＤＦ2

といえ 3 ユニットはセイヒョーが採用の影響を受けていないと判断されます。 

1:00:18 184 ページお願いいたします。 

1:00:23 まず指摘ですけれども、この斎藤 2019 は指摘している周氷河作用の影響を

受けたものか否かの見解を示すことございます。 

1:00:33 全権による指摘の趣旨といたしましては、一番下の丸を読み上げますが、十

勝部屋の事例を引用しまして、ＳＤＦａ湾が指標が作用による擾乱を受けた時

期がイズミであることから、185 ページに示しております。磯。 

1:00:50 いったものを含む敷地召集氷河性斜面体積率の形成時期も 2002 であるとし

ております。 

1:00:58 検討方針ですが、当該文献ではＦ1 断層開削調査箇所に周氷河性斜面堆積

物が分布すると指摘しておりますが、ｆ1 断層開削調査箇所は敷地の改善に伴

い消失している状況です。 

1:01:13 今回の周氷河作用の影響に関する検討におきましては、宴会の会合における

指摘を踏まえまして、 

1:01:21 Ｌ1 断層開削調査箇所付近に位置します開削調査箇所北側南側の地それぞ

れ調査位置等つくれＥＦにＤＦ2 ユニットＰＳＩ日当対象に実施しております。 

1:01:34 人といたしましては、まず①として、周氷河最後に関する文献レビューにおき

周氷河作用の影響を受けた堆積物の特徴を確認するための観点について検

討いたします。次に②といたしまして、ＥＦに一途及びＴＳＩについて、 

1:01:52 ①で検討した観点から、周氷河作用の影響が認められるか否かの確認を行っ

ております。 

1:02:00 4 章におきましてはケース 1 の場合について記載してございます。 

1:02:04 285 ページのいる箱ですが、検討確認結果になります。 

1:02:11 まず①文献レビューの結果を踏まえた周氷河作用の影響を受けた堆積物の

特徴を確認するための観点について検討結果は以下の通りです。堆積時期

の観点円筒対象が地層の堆積時期おきかどうかについて確認する。 

1:02:28 二つ目、かつ活動。 

1:02:31 佐藤層厚の観点として、敷地の位置する北海道における周氷河作用の影響を

受ける震度は地表から概ね 2 から 3ｍ程度となるものと考えられることから、

検討対象層の信頼について確認します。 

1:02:47 そして 3 点目早々の観点ですが、中評が採用に伴う近傍流ションそういうアク

ション等の影響を受けた場合、地層及びその内部での堆積構造は擾乱される



と考えられることから、周氷河作用を示唆する超ウランのみについて確認しま

す。 

1:03:03 192 ページをお願いいたします。 

1:03:11 今しがた申し上げた観点におきまして、 

1:03:15 開削調査箇所北側に認められるっていうふうにタニしている表が対応の影響

があるか否かの確認を行っております 108、294 ページの写真とスケッチを 

1:03:28 ページをお願いいたします。 

1:03:32 まずかった堆積時期と活動層厚の観点ですが、地質調査の結果、ＮＥＣに渡

島エネ 31 においては明瞭な侵食面及び長期の解体に伴う行くかを視察する

と浄化槽が認められないことなどから、 

1:03:48 一連の下位水準上昇に伴う堆積物です。 

1:03:52 上載層のＤＦに進度はＮ31 の上限からから 8ｍ程度です。 

1:03:58 周氷河作用の影響といたしましては、ｆｔピットはＭＩＳ9 以前の改正層に挟在す

ることから、当期の大切堆積物ではございません。 

1:04:09 ＰＦＳ2 ユニットは攻め再任と堆積以降の評価においては、地表から少なくとも

方向から 8ｍ程度の深度に位置しまして、周氷河作用の影響を受ける概ね 2

から 3ｍ程度に位置しておりません。 

1:04:24 次に早々の観点ですか、機器地質調査の結果、Ｎ1 とは並行よりが発達いた

します。 

1:04:33 ただ、ＤＦ2 ユニットは堆積時に開のＭ12 棟を侵食して取り込んだものと考えら

れる砂のブロックが存在し、一部のブロックにおいては、病理が認められま

す。 

1:04:44 中医協型への影響といたしましては、Ｍ1 ユニットとＢＦ2 ユニットに終了が採

用しさせる擾乱は認められません。以上より、本調査箇所に認められるチーフ

ニューユニットは周氷河作用の影響を受けていないと判断されます。 

1:05:01 続きまして 296 ページをお願いいたします。 

1:05:07 開削調査箇所南側における検討ですね、298 ページに図面と写真で、 

1:05:15 整理してございます。 

1:05:17 なお、本調査箇所はＰＳ3 ヒット含む標高 51ｍ以上の地層が消失しております

ので、活動層厚の観点における確認は行っておりません。 

1:05:28 まず、堆積実験を観点ですが、地質調査の結果、Ｆ1 開削箇所と本調査箇所

における地層区分の検討より、本調査箇所においては、五木以前の改正層が

一連の改正順調省に伴う堆積物として標高逆 54ｍまで運転したものと推定さ

れます。 



1:05:48 周氷河作用の影響といたしましては、ＭＩＳ9 以前の改正層に実際にっとが増

大しますので、長期の体制ってつってはございません。 

1:05:58 次に早々の観点ですが、地質調査の結果、ＭＨＩ新田において表裏が認めら

れます。 

1:06:05 ＴＳＩにちょっとやめ位置にその評価言われんような侵食面が認められます。 

1:06:11 地表が作用の影響といたしましては、Ｍ1 ユニット計算一貫し侵食面に周氷河

作用の影響した性状欄は認められません。 

1:06:21 以上より、斜面堆積ＰＳＩにっとは清涼火災の影響を受けていないものと判断さ

れます。 

1:06:30 いきまして 301 ページをお願いいたします。 

1:06:36 はい。 

1:06:39 6 章ｆ4 断層及びＦ11 断層開削調査箇所に分布する堆積物の地層区分です

ね、303 ページをお願いいたします。 

1:06:51 知的ナンバーといたしましては、№12 と№13 になります。 

1:06:56 Ｎｏ.12 の指摘の趣旨ですが、Ｆ4 断層に関する資料記載の充実ということで、

今回の検討方法といたしましては、既往データに基づく検討になります検討結

果といたしましては、基本気相中の主な早々強化などをトレースしてございま

す。 

1:07:13 次に、Ｎｏ.13 ですが、こちらはＦ11 断層に関するものでして、検討結果といた

しましては、Ｆ11 断層開削調査箇所付近に資する調査箇所について、それぞ

れのスケッチと柱状図から代表柱状図を作成し、 

1:07:28 断面図を用いて整理しております。 

1:07:31 304 ページお願いいたします。 

1:07:36 こちら指摘Ｎｏ.10 に関する回答ですが、 

1:07:41 Ｆ4 款ｆ4 断層開削調査箇所については、これまで、開削調査箇所非記念写真

に板上面と堆積関係堆積物正面の解釈線をトレースしたものをお示ししており

ました。 

1:07:54 今回、指摘で踏まえまして、改めて基盤頑丈面と堆積物正面の解釈線に加え

まして、4 期層中の主な槽層境界をトレースしております。 

1:08:05 ＴＲＡＣＥにあたっては、原油の壁面写真ではそうそうが不明瞭な部分もありま

すので、スケッチに示された早々の分布標高を考慮しております。スケッチを

写真に重ねましてそうそう細かく見て比較的明瞭な 

1:08:20 主な槽層境界を行ったものになってございます。 

1:08:25 306 ページお願いいたします。 

1:08:32 こちらは指摘事項ナンバー13 の回答になります。 



1:08:37 Ｆ1 断層開削調査箇所付近に位置する調査箇所について、スケッチと柱状図

から代表柱状図を作成いたしまして、改めてＦ11 断層開削調査箇所にベント

する堆積物について整理しております。 

1:08:52 整理方向といたしましては 307 ページに示すＡ断面、Ｂ断面を用いております

309 ページをお願いいたします。 

1:09:04 これまでの検討結果を 309 ページ、311 ページの断面図上にお示しして整理

しておりまして、これまでの内容の再整理となってございますしょう内容の詳細

については割愛させていただきます。 

1:09:20 325 ページをお願いいたします。 

1:09:28 7 章、その他の指摘事項に関するコメント回答にあります 327 ページお願いい

たします。 

1:09:38 こちらでは指摘Ｎｏ.の 14ＪＡ剛性 6 について回答しております。まず、Ｊ4 の指

摘の趣旨ですが、斜面体積物の補償の点線の整理することということで千里

を記載してございます。 

1:09:54 指摘の№15 につきましては、斜面体積物の分布範囲に関する遠地調査時か

らの変更理由の整理ということで、同じく変更理由を記載してございます。 

1:10:06 そして、№0 ですかボーリングコア写真とボアホールテレビ画像の震度対応関

係の整理ということで、震度対応兵庫計測深度 20ｃｍ事案差異が認められる

Ｒ1 敷地は 6 から 8 ボーリングの深度対応表を作成してございます。 

1:10:24 詳細な説明については割愛させていただきます。 

1:10:30 説明につきましては以上になります。 

1:10:33 はい。 

1:10:39 はい規制庁高見です。ご説明ありがとうございました。 

1:10:44 まず絶対的なところからですが、 

1:10:49 もう 

1:10:52 前回 4 月 16 回の会合以降ですね、どういうことをされたかっていうのが、 

1:10:58 各省の全体のところで積層には書かれてるんですけど、ちょっと資料では読み

づらいところがあって、個別にはまた指摘しますが、 

1:11:12 変えてと、16 日、1 月の会合以降どういう事されたのかっていうのがもう少しわ

かりやすいような出だしがいいんじゃないかなっていう印象は持ちました。 

1:11:23 それでですね、 

1:11:27 34 ページまで飛んでいただいて、 

1:11:34 ここに前回会合の指摘事項一番から 16 番まで並べて、 

1:11:40 それで、今回の説明って書いてて、どこ見ればいいのかっていうのが次の 36

ページのところに記載箇所って書いてくれてるんですけど。 



1:11:50 指摘Ｎｏ.を例えば 2 から 8 っていうふうにくくったり記載箇所が 2.12 章とかいう

ふうにも、大枠で書かれてるんで、確かに全部見なきゃわかんないのはそうか

もしれないけど、きちんとですね露頭観察とか薄片観察とか火山灰分析が、 

1:12:07 どこにもつけられてるのかっていうのをわかりやすくですね、記載箇所を指示

してしていただきたいっていうふうに思います。 

1:12:23 今回、 

1:12:33 はい、規制庁タガミです。それでは続けますので、内容に入っていきます。 

1:12:39 資料の順番に 

1:12:42 確認したいということをお聞きしていきますので、お願いします。 

1:12:47 途中で入っていただいて構いません。 

1:12:51 まず 2 ポツのＦ1 断層開削調査箇所付近に分布する堆積物のサーバー検討

っていうのがあって、 

1:12:58 それで、2－1 のところが、 

1:13:01 ユニット区分の妥当性の検討っていうところです。 

1:13:07 最初に、火山灰分析をどこで復帰したいんですが、 

1:13:12 48 ページ、お願いします。 

1:13:21 それでですね、これ最初確認なんですが、笠名面分析凡例のところにどこでや

ったかっていうのを書いてるんですけど、二つ目のところが 51、1ｍｃ－30 って

書いてるんですけど。 

1:13:38 これは、 

1:13:40 51 円のＣ－Ｔ－30 って考えてよろしいですか。確認だけ。 

1:13:47 いかがでしょうか。 

1:13:52 電力ワタナベです。申し訳ございません。今タガミさんおっしゃる通り引いで間

違いございません。はい、その確認できますのでそれを直しておいてください。 

1:14:02 そうですね。表示の仕方なんですけど。 

1:14:09 凡例の種類でですねいろいろなり、そのマークでもいいんですけど。 

1:14:14 縁部の算定のとＭ－1 っていうので大きく分けて示して欲しいんですね、その

違いっていうのがあるのか、皆さんはこうやって全部示された上で特徴が似て

るっていう説明されてると思うんですけど。 

1:14:30 私どもとしては 

1:14:33 改正の堆積物の中で差があるのかどうかっていうのを確認したいと考えており

ます。 

1:14:41 それとですねもう一つは、これ見たらですね、一番下のモス 31 っていうところ

のデータまでしか出てないんだけど、この化け学分析っていうのはもう少し下

のほうまで見る必要があると考えております。 



1:14:59 何でかって言うと 47 ページに戻ってもらって、 

1:15:05 一方、 

1:15:06 現状では 31 番というところまでやってるんだけど、それはＰＸが多く出てるよう

な辺りのところまでのデータしか出てなくて、その下の部分、Ｍ1 ユニットの下

の部分のところのデータが 

1:15:23 内っていうのはやっぱりちょっと比較としてはできないんじゃないかなと考えて

いて、 

1:15:28 今後検討いただきたいっていうふうに考えてます。 

1:15:32 もう一遍一旦切りますけど、いかがでしょうか。 

1:15:39 ワタナベです火山灰の分析の今ルールとして、まず屈折率重鉱物の屈折率は

ある程度均等ピッチで満遍なくやろうという思想で実施してございました。その

上で、含有量が比較的多いところに対しては遅らして主成分というようなルー

ルで、 

1:15:57 実施していたんですけども、今御指摘あったようにＭ1 ユニットの下のほうです

ね、数は少ないけれど、そこについても修正文でデータを拡充することというこ

とだと思いますので、対応させていただきたいと思います。 

1:16:14 持っている。 

1:16:18 もし持ってたら、そういうのをきちっと出していただきたいという趣旨で今後出し

ていただくと。 

1:16:26 すいませんワタナベの現状では数が少ないところに対して主成分のデータは

有しておりません。ですのでやるとすれば追加で実施するということになりま

す。 

1:16:40 はい。部分については確認できました。 

1:16:42 それでは続けますね。 

1:16:46 59 ページまで飛んでいただいて、 

1:16:52 これも最初説明したんですが、 

1:16:57 今回、4 月の会合以降どういうことをやったかっていう整理し、 

1:17:04 整理っていうかな、見た目でわかるようにしていただきたいっていうところでは

シートを見る限り、例えばその右側に書いてる従事掘削調査箇所が 3 とか、

海から壁面ですね、こういった部分は 4 月の会合以降追加された部分だって

いうふうに 

1:17:22 思うんですけど、こういった部分をこの輻射の最初の俯瞰図のところできちん

と示すようにしていただきたいっていうのが 1 点です。 

1:17:33 それともう一つは、介護のコメントとしては、現地調査で見せてもらった時から

4 月の会合までで例えばＰＳ－2 ですか。分布とかの 



1:17:50 スケッチ 

1:17:51 日光変化が出たような部分があったんで、それがどういった理由で修正された

のかっていうような形で聞いておりますので、そういったものの部分も 

1:18:04 今回の資料に見る限りは特段書かれてなかったように思いますので、 

1:18:12 理由があって修正されたっていう、やっぱその点はきちんと各層入れるにして

いただきたいと思います。いかがでしょうか。 

1:18:22 はい、渡辺です。もうキレートとしては前回会合以前以降という形になって、前

回会合以降から追加したものはないかという形で改めて整理させていただき

ます。また現地調査から 4 月の会合に至るにあたって、 

1:18:40 例えばＴｓ2 ユニットの基底付近の分布形状が変わっているとか、そういったこ

とについては、7 章のほうにまとめて記載させていただいていたんですけども、

これらを 7 事象という別建ててはなくて、例えばこの 2 章の中に、 

1:18:55 組み込んでこれまでの経緯変更牽制を記載するといったような理解でよろしい

でしょうか。 

1:19:08 すみませんちょっと難色をちゃんと見たんで、じゃあそれはもう 1 回見せてもら

った上で回答させていただきます。 

1:19:30 補助続けますね。 

1:19:32 65 ページをお願いします。 

1:19:39 これは確認なんですが、真ん中に南側の側溝設置後、海側決めつけ違って、

高知確認したいのは、このスケッチの一番左端のところ、 

1:19:53 黄緑色の基盤が、これは海食崖だって考えていいと言うかと思うんですけど、

この黄緑の中にマイナス 2.5 ぐらいの 1 日以降、緑色の 

1:20:07 緑色の判例のものがこれ書かれてるんですけれどけど、これちょっとどういう

ものかご説明いただけますでしょうか。 

1:20:29 ワタナベです。こちらについては、ちょっと大きな絵のほうで御説明をさせてい

ただきます。 

1:20:36 今、 

1:20:38 少々お待ちください。 

1:20:43 はい、110 ページ、お願いします。 

1:20:53 110 ページのほうに距離呈前＋2.5 のところに緑色の 

1:20:59 役職がありましてそこに記事が書かれておりますシルト質砂と記載がありまし

て、 

1:21:04 海食崖より南のほうを今回追加で広げて確認をしたところ、管板神恵内層の

岩盤の中にシルトとして砂が挟まっているという状況を確認しました。したがい

まして、解釈としましては、 



1:21:19 このシルト質砂よりも右側が海食崖から直接落ちてきた大きな段階、これを見

ている可能性もあるんじゃないかというふうに現状では考えております。 

1:21:36 ということは、規制庁タニですということはこの緑色で書いてるものは神恵内層

の中に相当するような 

1:21:47 そうだとすると相談。 

1:21:49 そういう理解かなと思うんですけども、そのあと言われた、それより右側が、 

1:21:56 落ちてきた部分訓練っていうのは、すいません。もう一度説明いただけます

か。 

1:22:03 電中研の佐々木です。これに関してはこの 110 ページでのスケッチで濃い緑

色で書いてある部分は確かに堆積物などでがんではない。 

1:22:15 今海食崖が残っていて、おそらく海食崖ですので複雑な形をしていて、そのち

ょっとした海食崖沿いの 

1:22:30 退職食堂海食洞 

1:22:32 みたいなものがこの辺に分布していて、そういった堆積物があったところには

まり込んでるっていうような状況を見ているというふうには考えていて、先ほど

渡辺さんからありましたように、 

1:22:46 この右側がもしかしたらそういったその本気岩体では海食崖沿いに分布してい

る。 

1:22:55 基盤からなる大きな岩体が分布してるっていう可能性もありますけれども、 

1:23:01 ここの 

1:23:03 今は 

1:23:06 現状今、緑色のこの点打ってあるところが左右で地質が変わらないので、その

海食洞複雑な海岸線沿いにはまり込んで堆積物というふうに考えてます。 

1:23:20 規則ということは基盤がよりも新しいようなものがちょっとした空隙っていいま

すか、間になってるようなところに入っているようなものかもしれないっていうそ

う解釈されているということですかね。 

1:23:35 そういうふうに考えてます数値は承りました。 

1:23:45 ここ、 

1:23:47 判例だけはしっかりと書いてもらうと多分誤解のもとになると思いますので、お

願いします。 

1:23:56 承知いたしました。 

1:24:10 いや、もう 

1:24:13 っていうのは、 

1:24:15 ここにも見えない。 

1:24:26 うん。 



1:24:28 どうぞ。 

1:24:29 すいませんタニです。 

1:24:32 えっとですね。 

1:24:36 それですこれ戦争のスケッチが 110 ページ以降、 

1:24:43 例えば 112 ページとか 113 ページとかには繊維部の分布範囲っていうのがあ

るんですけど。 

1:24:52 これはもう反映範囲Ｂというのにはないってことなんですか。 

1:25:01 ワタナベです。 

1:25:02 例えば 110ｈも 111 ページはいいですかね、案 1Ｐｄの辺りになってきますとち

ょうど 113 ページのほうでスポーツ本励起ますと、会議概ね会議ですけど、Ｍ

ＭＲのグリーンの 

1:25:18 シルトまじり砂層があって、その上位に濃い緑の歴丸いシルトまじり砂相場っ

て二つのセットが綺麗に見てとれるので、比較的そのエラーのグリーン側のほ

うが底部に該当するだろうというふうに明確にいえるんですけども。 

1:25:34 人 111 ページのほうでこうもりので上を切ってしまっている関係で凡例上シル

トまじり砂層しか見えてこない部分が大体済んだって。 

1:25:44 こういった状況ですと、明確にこれが浅部だというための上位の地層が見えて

いないという状況になるので、ここに関しては、変位部というふうに 

1:25:55 評価することを避けているというものになります。 

1:26:01 つまり 110 ページとか 111 ページは判断できないから、これは書いてないって

いうことで理解しましたけどそれでいいですか。 

1:26:10 はい、そうように考えております。 

1:26:12 はい。それで、引き続きのんですけど、これ何か赤の格好でね繊維部の分布

範囲って書いているんですけど。 

1:26:23 なんていうんかのこれは、 

1:26:26 例えば 113 ページだったらですね、どの範囲が、 

1:26:31 その繊維部としているのか。 

1:26:34 最初はこれ色が違うかもシルトまじり砂 

1:26:40 のラドグリーンでさっき言いましたけどその範囲を言ってるのかなと思ったけ

ど、そうでもないんですよね。 

1:26:47 これ何か 

1:26:49 ちょっと、 

1:26:51 はっきりわかるところがどこなのかをわからないところはきっとあるのかもしれ

ないんですけど、そのドットの鋼板によってを入れるとかっていうのはできるん

できないんですか。 



1:27:08 ワタナベです。 

1:27:10 もう少し入って可能な範囲でなかなか明瞭じゃない部分もあってこのような示

し方にしてみたんですけども。 

1:27:18 いえるところについては、もう少しはっきりと、とりあえず東海線を引けるような

形で整理検討してみたいと思います。 

1:27:26 はい、お願いします。わからないところを無理して聞いてくださいって言ってる

わけではないんですけど、ちょっと言われているところがどの範囲なのか私は

ちょっと知りたいというところでお願いできたらと思います。 

1:27:50 ここから泊し、 

1:27:58 内やつないやつはこういう判断できない。 

1:28:07 15％。 

1:28:10 うん。 

1:28:12 そういうのがですね。 

1:28:26 タニです。ちょっと引き続き、 

1:28:29 結局、個別の範囲を区切ったＡＢＣＤとは分けた中では図示されてるんですけ

ど。 

1:28:39 この全体を通して、どこにあるとかいう平和 

1:28:45 あるんですっけ。 

1:28:54 ワタナベです。現状では、個々のパーツパーツに区切った中で整備について、

括弧書きで示しているんですけども全体系として大きなマッピングというもの

は、今は示してございません。 

1:29:08 うん。起こりますと、 

1:29:11 もっとはね、水田に聞くと、 

1:29:16 123 ページだとか、次の 124 ページもそうなんですけども、例えば 120。 

1:29:25 3 ページ。 

1:29:27 これさっきのメールとグリーンのの地層はずっと続くんだけども、 

1:29:34 センイ部としては、ここで登記入れる。 

1:29:39 ていうことなんです。 

1:29:41 ですよね、この 124 についても、 

1:29:44 ＭＭＲドックグリーンで示してるおんなじ高さの地層ずっと続くんだけれども、成

因ここで、 

1:29:52 日なくなると、この亡くなり方みたいなのか、何か状況がわかるような 

1:30:00 説明というか、 

1:30:03 政府がどのように消えていくのかとかいうのは、 

1:30:06 どっか見たのはわかるんですしょうか。 



1:30:22 すみません、今、この辺りを拡大で示すような治療がそれぞれ入っていません

のでその辺り追加させていただければと思います。 

1:30:33 はい。要するにわかってる繊維部加工機種時計てるのかそれともわからなくな

るのか、判断できなくなるのか何かその辺のニュアンスがちょっと今の資料で

は、 

1:30:49 あまり伝わってこなくって、多分、最初の質問からしたら、何かわからなくなるっ

ていうことなのかなと思ってるんですけど、ちょっとそのお考えが確認したかっ

たというところです。 

1:31:05 その定着いたしました。惜しいこの辺正規で生かさせていただきます。はい、

お願いします。 

1:31:21 いや、 

1:31:23 ほか、 

1:31:25 はい。 

1:31:31 委員長。 

1:31:37 8 ページ引き続いて、 

1:31:40 今般、後から持っている。 

1:31:45 はい、規制庁タガミです。そしたらもう、ちょっと進んで、 

1:31:50 薄片観察のとこ 144 号の見開きお願いします。 

1:31:57 144 と 140 行 

1:32:01 森道路の部分で薄片をすっていただいて観察加えられたと。 

1:32:06 確認は明白員の作成方向なんですけど。 

1:32:14 粒径の形状とか見て定向配列してるっていうことを言われてるんですけど、こ

れは 

1:32:20 うん。大体 1 方向に並行して作ってるって見ていいんですかっていう確認と、 

1:32:27 あとですね 140、どっちも一緒か。 

1:32:32 こういった森の部分のですね、17 款の基質の部分はどうなっているのかって

いうところですね、これは他にも記載はあったとは思うんですけど。 

1:32:41 Ｔｓ－3 とか、 

1:32:44 改正の堆積物ですね。 

1:32:46 それと比べて優位な差があるというふうになさってるかな、地質がどうなってる

のかっていうあたり、 

1:32:53 行く。 

1:32:55 観察した結果としていかがだったんでしょうか。 

1:33:14 ワタナベです。資料作成方向はすべて鉛直方向でそろえてございます。 



1:33:20 また、ＲＩＤＭの中の基質の特徴としましては粒径粘土鉱どういう系の堆積する

スペースとか粘土鉱物これらが例えば場所によっては区別して多かったり、ま

た少なかったりと斑上にある油不均質な性状というものが見てとれているとい

うふうに考えております。 

1:33:45 はい。もし 

1:33:48 特徴として、いえるようなことであれば、 

1:33:53 整備された表マトリクスあったと思いますけども、そういうのに 

1:33:57 きちんと反映しておいていただけたらと思います。 

1:34:02 作るところ。 

1:34:04 どうぞ。 

1:34:06 今度はＭ1 ユニットのほうですね、確保高 10 ページをお願いします。 

1:34:19 こちらのＰＳ－3 ユニットでは海食崖期限のようなまれ切っています砂が入って

るっていう特徴があるっていう御説明だったんですけど。 

1:34:33 Ｍ1 ユニットの改正堆積物にはですね、そういった火山礫凝灰岩由来ですか

ね。 

1:34:40 そういった粒っていうのは、 

1:34:42 ほとんどないっていういえるんでしょうか。ちょっとあのその転倒後 150 ページ

の黄色の箱が国民のとこですけど、酸化鉄の沈着っていうのが特徴として、認

められるっていうことで、 

1:34:58 多分右下の真ん中辺り。 

1:35:02 特長言われてるかと思うんですが、このここをもう少し詳しく御説明いただけま

すでしょうか。 

1:35:16 ワタナベですとＭ1 ユニットに関しましては、基本的にレディーサイズの粒子と

いうものがほとんど認められません砂粒径引かんなってきます。そのそんな粒

径の砕屑物を見ていたときに、 

1:35:30 火山礫凝灰岩見られるものがあるかどうかというと、で規定が小さいということ

と、火山礫凝灰岩由来かどうかをミヤワキて落としたときに発泡孔見ていくとい

うことになると思うんですけども、余りにも粒径が小さいのでその辺りの明瞭な

部分というものはできないというような状況かと考えております。 

1:35:48 また、単発の沈着、こちらに関しましては、露頭レベルで見たときにＭ1 ユニッ

トについては、黒いつぶつぶが 

1:35:58 散在しているという状況になって特徴になりますのでそれを 100 円で見たとき

にこのように見えるというふうに説明しているものになります。 

1:36:08 はい、説明遅れました。今も渡辺さん言われたように、あとで出てくる研磨変に

もそういう特徴が出てるように思いますので、 



1:36:16 ＡＭＧの特徴として整理できるんだったら、そういった点も、 

1:36:22 起債の報告はといていただけたらと思います。 

1:36:27 承知いたしました。 

1:36:30 これ、 

1:36:32 154 ページ。 

1:36:34 すみません、順番に研摩片イズミます。 

1:36:38 154 ページ、これも最初に 

1:36:41 左側の上の写真だけど薄片試料採取位置って書いてるのが青い線より上に

なってて、 

1:36:49 これはＢＳ3 ユニットではかってるっていうんだったら、もしかしたら位置が間違

ってるんじゃないですか。 

1:36:58 申し訳ありません位置の間違いになります。修正させていただきます。 

1:37:06 薄片そんなところです。 

1:37:11 ここ。 

1:37:16 すいませんタニです。 

1:37:17 ちょっとしつこいようなんですけど、あのですね、これ結局見地で、 

1:37:24 その繊維部っていうのと、どう判断して、 

1:37:29 これは繊維部なんだっていうふうにそれなんかを分け方みたいなのは、 

1:37:36 説明があるんでしょうか。 

1:37:48 ワタナベです。各ユニットの特徴は、これらのことを観察はぎとり傾斜量の確認

を踏まえて 104 ページのほうに、 

1:37:58 整理表という形で記載をさせていただいております。 

1:38:04 この中で浅部はＰＳ3 ユニットも内数として今記載をしておりまして、ベント見た

ときに何が違うかというところで、我々として 6 章としてまず見ているのがＥｓ3

本体はできまじりシルトまじり砂これに対して、 

1:38:22 シルトまじり砂ということで基質主体になってくるという状況が見えるというとこ

ろ、これと部の中に滞留から中流さがあっち状に入ってきているといったところ

が認められます。またシルトの履歴というものも入ってくるというものの特徴と

してあります。 

1:38:39 政府のもう一つの特徴としては、基底面、こちらは 1000ｍと認定されるであろ

う場所はφの改正堆積物を侵食していて、場所によっては用意を侵食する、こ

ういったものを認められてございますといった特徴のっていう場合違いって、Ｔ

ｓ賛成部。 

1:38:56 この会議のＭ1 ユニットといったところを見ているというふうに考えております。 

1:39:09 はい。これですね。そう相当 



1:39:14 回答の協会 

1:39:18 特に見ているということでいいですね。 

1:39:22 はい、そうなります特に高いの 1 ユニット侵食しているという特徴が回答の協

会では見てとれると思っております。 

1:39:30 リエスさんとの違いとついては、相当違い堤防係はパッチ状に砂を取り込んで

いるこういったところが違いかというふうに感じております。 

1:39:40 はい、ありがとうございます。ちなみに、これ専用の説明って、いや、私も資料

をまた今日説明いただいたばっかりで、 

1:39:52 全部読み込めてないんですけど、その繊維部っていうのは、 

1:39:56 なんだっけ、ＰＳ－3 だっけ。で、今回は確認しているんでしょうかそれとも他の

斜面堆積物も見たけれども、 

1:40:06 ないんだっていうことなんですか。 

1:40:11 ワタナベです。 

1:40:12 縁部については、ＴＳＩと今回詳細に確認して、今申し上げたような特徴がある

だろうというところで定義をつけてございます。その定義のもとで、その下位の

ＰＳにＥＳ1 仰っ場所が変わるんですけど、開削調査北側の東側に位置してい

る追加開削調査にある斜面堆積物、 

1:40:33 これらに関してはぎとり転社資料作成したり露頭監査等を実施したいといった

ことをしているんですけども。 

1:40:40 ＰＳ3 の下にある西武と類似したような特徴を示すものというのはあまり明瞭に

は他の斜面堆積っていうのは見てとれなかったというふうに考えております。 

1:40:55 すいません 105 ページに書いてそれそうそういうことが書いてあるってことで

すね。 

1:41:02 はい、そうです。はい、ありがとうございます。 

1:41:07 そうでてちょっと今話が出たのちょっと細かいことを聞きますけど。 

1:41:13 この等層槽の確認など 68 ページに、 

1:41:18 さっき言ったのシルトの着歴とかいうのを入っている 68 ページ。 

1:41:24 このするとの着歴っていうのがあれですよね、69 ページの剥ぎ取りにも入って

る四つでいいですか。この 

1:41:33 何て言うんすかね膨縮してうに特攻してるのがシルトの着歴って言われている

ものでいいですか。 

1:41:45 はい、68 ページのほうで冷やししているもので、 

1:41:50 間違いありません。 

1:41:53 この何とも言えないこの形っていうのは、 

1:41:56 どういうものなんでしょうか。 



1:42:09 すみません、普通の中で機器の形ではなくて、うにあっとこう曲がってるように

見えるんですけれども、 

1:42:16 どんどん尺でしかないんですけども、資料と自体はＭ1 ユニットには含まれて

いないということを踏まえると、愛護の海食崖が崩れたときに、海食前の岩盤

の中に入っている去ったようなもの、それが 

1:42:32 このような形で取り込まれてるんじゃないかというふうに考えております。 

1:42:42 なんかタニです。 

1:42:46 変形してるようなものなんですか。 

1:43:07 すみません、もうそう楽なんですけども、堆積時の斜面体積物堆積時に残され

た、ある程度変形を受けた堆積構造ざんじゃないかというふうに考えておりま

す。 

1:43:20 はい、考え確認しましたと。 

1:43:25 ワットをですね。 

1:43:30 ちょっと今後行為法の指導のこの 80 ページの多いよリの厚さが変化している

というのも多い。 

1:43:38 1 回ちょっとちゃんと説明してもらっていいですか浸食により病理の厚さが変化

しているっていうのが書かれて、どれが用ＲＩでどう変化しているっていうことで

しょうか。 

1:43:51 ワタナベ図水色もやＣ上下から示していると思うんですけども、2 ヶ所左側と右

側にヶ所ございます。ここが今同時放送している用意の長短方を示しているも

のです。ここで話しているようにというのが、 

1:44:08 報酬愛し比較的ちょっと褐色会議の明確職よりも褐色づいているものをこの料

理が左側と右側で厚さがさがあると。 

1:44:20 ここに関してなぜ差異があるのかというところは侵食面が色の破線で引けまし

てこの進捗に伴って、 

1:44:28 相対的に右側の容リ従来はもっと厚みを持っていた左側と同じぐらいの厚みを

持っていたはずのものが頭を撥ねられて、アクサを掲示という、こういうふうに

考えております。 

1:44:40 はいちょっと指値わかりにくいですけど、そうそういうことを言われないようより

の厚さがっていうのはその単一単位の地層の厚さが変わってて用裏面がここ

ずっと傾斜しているのに、この境界面はフラットなんだっていうことを言われて

るってことでいいですか。 

1:45:01 はい、そうです。 

1:45:03 はい。来確認は、 

1:45:07 しましたと。 



1:45:09 あとはですね、98 ページ飛んでもらって、 

1:45:18 これは僕今度どう移動してＴＳ1 ユニットの下面がここになるのかっていうの

が、 

1:45:26 よく起こらなくて、例えばここも保守側のユニットの下にちょっと雨の砂が砂で

すよね、こういったものがあるんですけどそこではないんですか。 

1:45:54 ワタナベです。こちらに関しましては、Ｍ1 ユニットの放送の特徴として淘汰の

良い砂ということになる考えてございまして、今黄色破線囲っているいろんな

8000ｍ規定境界をした。こちらは淘汰の良い砂になっているというところと歴を

含んでいないと。 

1:46:12 いうところでＰＳ湾とは明瞭に相当が異なる加工協会として引けるというふうに

考えておりました。 

1:46:22 はい。まずはそういう考えってことですね。ただ何かさっきの説明と聞くとです

よ。 

1:46:30 下のほうも黒っぽいのがもしお売りなんだとしたら、 

1:46:35 何か 

1:46:38 なんていうんすかねそれなんか、 

1:46:40 厚さ変わってたり、 

1:46:42 するんじゃないのかなとか、この砂の下でですね、そんなふうに見えなくもない

ので、協会どういうふうに考えてるのかっていうのをちょっと書いてもらったりし

たほうがいいかなと思います。 

1:46:55 いいですかさっき説明していただいたことを書いてもらうということでいいと思う

んですけど。 

1:47:01 ワタナベです。もうちょっとセガワタニさんもおっしゃっている内容も踏まえて、

もう少しここの層区分 1 と区分ですね整理させていただきたいと思います。 

1:47:14 はい、お願いします。 

1:47:20 一つ目。 

1:47:23 はい。 

1:47:24 はい、規制庁タガミです。 

1:47:26 はい、と。 

1:47:28 写真及びスケッチっていうのが何ページかに分かれて書かれてるんですけ

ど、ページによってはその位置図があったの。 

1:47:37 はいってない提示もあるんで。 

1:47:39 例えば 108 ページとかにその代表して帰ってることは承知しております、ます

ので、 



1:47:48 スペース的に入らないんだったらそっちに地図があるよっていうような注釈を

入れてもらったほうがいいと思います。 

1:47:58 ワタナベですから承知いたしました 6 力入れる方向であまり写真とかは小さく

すると本末転倒になってしまうので邪魔にならないということで入れるように検

討します。もし難しそうであれば、先ほど御示唆いただいたように、ページ参照

といったことをさせていただきたいと思います。 

1:48:20 はい、規制庁タガミです。 

1:48:23 それでは、議事進めますね。 

1:48:26 今度Ｃｏｄｅお話 169 ページをお願いします。 

1:48:40 ここで一般をお聞きしたいのは、 

1:48:45 1000ｍの高度の特徴でどう整理されているのかなっていう確認なんですけど。 

1:48:51 この 169 ページのグラフを見る限りは、緑の実線の 

1:48:55 Ｔｓ－3 ユニット、それと 1000ｍっていうのを抜き出したのが緑のここ小さい点

線だと思うんですけど、この二つ極浅部食うに明らかな違いが出てるように見

えるんですけど。 

1:49:12 Ｔｓ－3 ユニット等生育っていうものを特定コードとしての特徴の比較として、 

1:49:21 どういうふうに整理されているんでしょうか。 

1:49:35 ワタナベです。 

1:49:37 すみません繊維部とＰＳ3 本体というところを比較していくと西武自体は比較的

地質がちといいますかガレキが少ないという状況になってきます。上がってき

質を占める割合が多いと。 

1:49:52 いうところで貫入試験起きたときの値のばらつきという観点であらつきが出にく

いＰＳ3 に比べてような状況なんじゃないかなというふうに考えレベルなんです

けども推定はしてございます。 

1:50:11 はい、規制庁タウンです。 

1:50:14 えっとですね関連施設関連してるんですけど。 

1:50:18 171 ページ。 

1:50:23 Ｃｏｄｅ試験、これはもう 

1:50:26 来架空で言えば、11 月の何番とかいうのがあるんだと思うんですけど。 

1:50:32 多分ですね、その試験規格通りやるとしたら、1 ヶ所で広測ってるんではなく

て、5 ヶ所、 

1:50:42 以上やった上で、平均としてとられているのかなと思ったんですが、ちょっと確

認させて欲しいのと、 

1:50:54 Ｔｓ－2 とかですね追加開削調査箇所で同じようにとってやられてるんでしょう

か。ちょっとその確認ですが、いかがですか。 



1:51:06 ワタナベですね、171 ページの位置図でいきますと、それぞれ丸でくくった箇所

のもう里道ＥＳ3 繊維部、Ｍ1 ユニット、これに対して実施してますｎ＝5 の取り

方なんですけども、これコーン型の破壊試験になってしまうので、 

1:51:23 同じ場所で何回もさせていくことはできません。 

1:51:26 したがいまして、例えば、あるユニットＥＳ3 で 1 ヶ所さしたら横方向にスライド

してさしていきます。それ 5 ヶ所させたときに大体横幅で三、四 10ｃｍぐらい使

うというような形で 1 ヶ所当たり実施してへの移行の平均値をとっております。 

1:51:44 またＰＳ1 について実施という観点でいきますとこの紺試験が基質を対象に行

っているある程度目を平滑にして、弁に対して垂直にさすということを考える

と、イエス位置に鳥の瓦れきが 

1:52:00 比較的多いということで、適正な対応がおそらくとれないだろうというふうに考

えて実施はしてございません。 

1:52:13 はい。タガミです。やっていないっていうのはもう確認できました。それと行動

指数はＬ＝5．平均値をとってるっていうことですね。 

1:52:22 はい。 

1:52:29 はい。 

1:52:34 やっぱりできる。 

1:52:38 どうぞ。 

1:52:40 代替機室の 

1:52:43 聞いて。 

1:52:48 タニです。 

1:52:50 これ土壌硬度毛戸根幹ですけれどもですよね。針貫入とかそういったことは、 

1:53:00 現地に合わないんですかね。 

1:53:03 ワタナベです。針貫入はですね、従来、岩内層といった地層に対してとかなり

今 4 年 5 年前ですかね 1 をどう測るという命題時いろんなやり方を試してみま

した針貫入の場合だったらやはりピンポイントすぎる。 

1:53:20 いいですね、このぐらいの軟らかい層だと辺りに差がほとんど出ません。刺さ

っちゃうという形で、4 月と同じぐらいの程度で対応とれるというところで今の訪

問貫入式に行き着いてございます。 

1:53:37 針貫入のとこは入り過ぎちゃうっていうことでいいですか。 

1:53:41 はい、そういうあたりがほとんどみんな一緒になってしまいます。 

1:53:46 例えば、わかりました。ありがとうございます。 

1:53:55 はい。 

1:54:06 そうです。はい。 

1:54:08 はい、高見です。そうしたら進めますね。 



1:54:12 次は、火山灰分析ですね、背後法面の 177 ページ。 

1:54:20 これはもう確認だけなんですけど。 

1:54:27 測線が 2 本引かれて、 

1:54:34 4 月の会合以前とか移行以降っていうふうに設けられているんですけど、そう

いう理解はできるんだけど、そのあとのですね、 

1:54:45 具体的な表一覧表との対応がちょっと 

1:54:50 混乱することによって何が言いたいかというと、これ例えばですね、追加調査

を 

1:54:58 審査会合以降の右のほうだと青線で書いてて、 

1:55:02 それは 

1:55:05 ＳＫＢＧの下にちょっとだけいいかの新しくやった、青色の線が加わったと思う

んですけど。 

1:55:13 これをですね、ＳＫＢ－Ｅって書いてしまうと。 

1:55:20 ここに左側の青と混乱するように思いますので、これは分けたほうがいいんじ

ゃないかなっていう案測線としては沸騰がいいんじゃないかなと思ってます。 

1:55:32 一番上の短いＤ´っていうのは、それはそれでわかるんだけど、その下のＤっ

ていうのは青野委員も含めて、Ｄに追加で、下の部分をデータをとりましたって

いうのも私の理解でよかったら、 

1:55:49 Ｄの中にくくってしまったらいいんじゃないかな。 

1:55:53 それでや青で左に書いてある青線のほうは委員等統一したらい良いかなと思

ったんですが、 

1:56:00 どうですか、間違ってますか。 

1:56:19 要はですねその 180 ページのところにＳＫＢのこれいいって書かれてるんだけ

ど、100 万が 17 ページのところを見たらいいっていうのは、 

1:56:32 初めの裏面の下で寄った部分、右側の測線部分も入ってきてしまってるんで、

ちょっと混乱するのかなと、そういう意図です。 

1:56:44 承知いたしました。もう少し測線のわかりやすさ提示させていただきます。 

1:56:52 あともう 1 点は人 177 億、左側の青のｅ測線なんですけど。 

1:56:59 Ｔｓ－1 ユニットっていうのが二つ矢印の引き出しがあって、 

1:57:03 これもですね、ちょっと 

1:57:07 物自体がもう見た目でも違ってますんで。 

1:57:12 例えばその下のほうで見つけているものも減少分けるとかですね。 

1:57:17 考えていただけたらと思うんですが、 



1:57:22 今あるうちのどちらかと、例えば 1－ＤＡＳＨとか 1 とか、そういった液体もう分

けたほうがという理解でよろしいでしょうか。そうですね。おんなじ名前だった

ら、同じものをどのように考えてしまうこともあるので、 

1:57:39 層準も違う別の 

1:57:42 時期のように思いますので、それはちょっと分けて報告を受けた方がいいのか

なと思うんですか。 

1:57:51 承知いたしました。考えます規模が小さいので例えばユニット長はどちらかに

代表させるとか、いろんなやり方あろうかと思いますので、検討させていただき

ます。 

1:58:24 タニです。ちょっと。 

1:58:26 私の記憶もちょっと曖昧なところ、またコードのところに戻るんですけど、何か 

1:58:34 前回現地調査のほうに行ったときに、森と 

1:58:38 あとＤＴＳさんのユニット、あと、Ｍ1 ユニットっていうのは、削った感じでですね

結構硬さが違うから区分できるんだっていった中で、 

1:58:49 雨森とは結構閉まってて、かたいという言われてたような気がするんですけ

ど、それは私の勘違いですかね。 

1:59:08 おそらく現地調査のときも盛り度が比較的削りやすいといったような話をしてた

と思っております。 

1:59:17 盛り度が削り安くて現地でも森とか削り安くてＰＳ3 のほうが閉まってて、その

辺の違いが明確明瞭に違うんだっていう説明でしたか。 

1:59:29 そうだったと記憶してございます。 

1:59:33 はい。だから、その当時の現地の説明と口頭の測定の結果というのがあって

るんだということで理解していいですか。 

1:59:43 はい、そう思ってますあと網羅的に今回実施した結果としてわかってきたところ

として雨森湖にばらつきが比較的大きく出てくるなと。 

1:59:53 これがやはり不均質性に起因してる部分があるんじゃないかといったところが

を網羅的にやった結果として得られたもんだと思ってます。 

2:00:09 うん、はい。ちょっと資料確認してきてくようにします。はい、ありがとうございま

す。 

2:00:18 二つだけ言わせてもらいましょうって。 

2:00:24 規制庁のサグチですけども、ちょっと一般のところで関連してこれを教えていた

だきたいんですけど、168 ページで、多分今言われたようなことが書かれてい

て、 

2:00:38 まずＭ1 ユニットと。 



2:00:42 それから、森度っていうのは基本的に値が小さい傾向があると。それで、168

ページの下の黄色の四角括弧の 1 ポツ目でございまして、Ｍ1 とか、 

2:01:00 これはあくまでも早々観察なんですけど、それで見ると、淘汰がよい砂層であ

るということがこの値を小さくしているんだろうってたこれ考察されてると思うん

ですけど、その一方で、 

2:01:15 一番最後のポツで、 

2:01:17 モリタっていうのは、 

2:01:19 そうそう変化が著しく 

2:01:22 で書かれてるんですね。 

2:01:24 これって、実は、 

2:01:27 移管するようなことじゃないのかなとちょっとそういう印象を受けたんですけど、

そういう認識じゃあおかしいですか。 

2:01:37 相反することを書いてございます。それでＭ1 うにを自体としましては、互い周

り左右分微粒部分があまり入っていないので閉まりが悪いというところで比較

的低め安定と言ったような値が出てるのかなというふうに思っています。 

2:01:56 して、もう意図につきましては、やはりほう素変化が著しいというところで場所

によっては粘土鉱物砕屑物を伴うというところで高い値が出るところも出てきて

ございます。これがばらつく牽引だろうと考えてございますけども、そのほかに

対応引き下げる。 

2:02:14 要因としまして、二つ目のポチがあるんですけども、自然地盤ではなく、モリタ

がですね。 

2:02:21 早々観察の結果割と平気オーバーしてからクラックが発達するという特徴があ

りますので、このクラックの影響に伴う部分も出てきてるんじゃないか、全体的

に値を引き下げる要因としてあるんじゃないかというふうにも考察してございま

す。 

2:02:39 はいサグチです。ありがとうございました 

2:02:43 ばらつき業法機というところと、値が小さいという、まあ両方何かそういうもの

が杜度ではあって考察という 

2:02:53 理解でよろしいですよね。 

2:02:55 はい、そうです。 

2:02:58 はい、ありがとうございました。 

2:03:09 規制庁タガミです。 

2:03:11 すみません、この前も聞いたんだけど、高圧指数って与え高い報道逆にやわ

らかいっていうことだったんでしょうか。そりゃ硬いということでいいんでしょう

か。 



2:03:24 ワタナベベースの値が高い高度硬いということになります。 

2:03:29 値が低いを貫入していかな中にパネルが入っていまして、その抵抗値を見て

ますでずるずるのかやわらかいものだとあれを押し下げることなくそのまま梁

があっと入ってしまうので、 

2:03:44 あたりは例えばやわらかいと 10％としては 10 しか縮んでないという状態です

とかたければ硬いほど上げ後事務量が大きくなってく載 40 という値がマックス

になるんですけどそのときは 40ｍｍありがばねが縮まっていくということを示し

た。 

2:04:01 はい、すいません何回も。 

2:04:18 また、多分ですね、先ほどの火山灰の化け学分析した資料ですけど、分析結

果の一覧一覧一覧というかな。例えば 179 ページとか見ていただいて、こうい

った分析結果って示してるんですけど。 

2:04:35 化け学分析ですね、あとにやっている火山灰の 

2:04:41 組成分析やってる深度のところは、この表でもわかるように、何かマーク入れ

ておいていただけたらと思います。 

2:04:52 ワタナベです。主成分を実施している箇所がわかるように、色づけするとか、

そういった理解でよろしいでしょうか。 

2:04:58 はい、そうですね、お願いします。 

2:05:01 はい、承知いたしました。 

2:05:21 事象に関しても持ち合わせております。 

2:05:25 御願いします。 

2:05:27 うん。 

2:05:31 はい。 

2:05:37 はい。 

2:05:42 すみません。 

2:05:46 はい。 

2:06:00 そんなササキもので、 

2:06:03 どうぞ。 

2:06:22 うん。 

2:06:24 このタニです。ちょっとですね、何か 

2:06:27 今回も、 

2:06:29 期首の調査 198 ページとかされてるんですけど。 

2:06:35 これは列挙Ｄ 

2:06:37 ある歴を全部とったということですか何かその取るときに何ｃｍ以上とかそうい

うことは特に 



2:06:46 やらずにあるべきは全部測ってるっていうことでいいですか。 

2:06:52 すいませんこちらについては 4 月 16 日の会合でお示しした開削調査南側のＰ

Ｓワンツースリーユニットの歴史調査の再調査と同じやり方をしてございまし

て、 

2:07:06 ある大きさのブロック試料起こった切り出しています。その中の歴を抽出してい

るという流れになって、 

2:07:16 だから、あるべきは全部とってるんだという説明でいいですね。 

2:07:21 すみません説明が足りませんで前回のＴＳ123 の場合ばブロックでとった後に

ふるい分けをしてございます。4.7 孔より大きい収益サイズのものでございま

す。この考え方としましては、これまでの 

2:07:38 その他の地点の歴史収益の形状調査、こちらに関して、実施した歴濃縮液収

益の景況調査の平均的な例規系が多い途中歴サイズでありましたことから、

それに合わせるということでふるいをしまして、4.75 以上をとってございます。 

2:07:57 遅れました説明ありがとうございます。ちょっとその辺も書いてもらったほうが

いいかなと思いますけど。 

2:08:06 そうしました。その辺のサンプリング方法等を記載させていただきます。はい、

お願いします。 

2:08:20 はい。 

2:08:22 そうです。 

2:09:38 規制庁のサグチです。すみませんまたちょっと教えていただきたいんですけ

ど、結構すみません戻っちゃうんですけど、50 ページ、 

2:09:53 上の箱書きの 

2:09:56 三つ目の丸ですかね、このＭ1ＮとＭ3 ユニットの境界には堆積環境も変化括

弧して、①が存在することから、斜方輝石の含有量の増加は、これに、 

2:10:12 対応するものと考えられるっていうので。 

2:10:15 書かれているんですけど。 

2:10:18 ごめんなさい。まずこの具体的にまとまる 1 のこの変化っていうのはどういうも

んなんでしょう。 

2:10:26 はい、渡辺です。一番の変化、前回の会合で若干御説明させていただいたん

ですけれども、まずＭ1 ユニットをこういうものが 47.5 メーター標高ぐらいの辺

りをこう左にみあっていただくとうＴＦ2 ユニット状面、 

2:10:44 これナット並ぶような状況になってございます。 

2:10:47 Ｍ1 ユニットばある程度は分布標高 47.5 付近まで堆積した後にＴＡＦにユニッ

トがこれを侵食して堆積したというようなものを考えてございます。 



2:10:59 その際に、Ｍ1 ユニットの情報面をＢＦ2 ユニットの上限がおおよそ 47.5 メータ

ーＰＴ 

2:11:07 ある程度平たんになっていくというふうにユニットの頭がちょうど平たんになっ

ているので、走時なるんですけども、ことを考えるとＤＦ2 とは一度堆積したとき

には平たんな旧地形というものを一旦形成していたんだろうというふうに解釈

してございます。 

2:11:25 これはＭ1 ユニット堆積時にあたって海進押してきた際に、47.5 付近で一定期

間の停滞、或いは、 

2:11:35 一定期間の下位水準の低下、こういったことが想定されるんですけども、その

際にＴＦ2 ユニットがＭ1 を削り取って、 

2:11:43 単なる旧地形を形成した。 

2:11:45 これぐらいの時間かわかりませんけれども、まず 1 の地形をつくって、ここで売

りが少し下がっているという堆積環境の変化があったんじゃないかと考えてご

ざいます。 

2:11:55 お金または海進が進んで、Ｍ3 ユニットがＭ1Ｆ2 を含めて、 

2:12:01 言ったようなことを想定してございまして、Ｍ1ｍ3 ユニット境界付近に 1 時の

下位水準の停滞或いは低下といったような環境の変化もあったんじゃない。そ

れを示唆するように、この辺りを境に、 

2:12:15 斜方輝石の含有量が増加したんじゃないか、こういったところを考えてござい

ます。 

2:12:22 はいサグチです。ご説明ありがとうございました。ちなみになんですけど、そう

すると、Ｍ3 よりところのＤＦ3 指とも関係ですよね。 

2:12:34 そこには同じような、そういう関係はなかったと理解してよろしいんでしょうか。 

2:12:44 ワタナベですとＴＭ31 とＴＦ3 ユニット境界目を見ていただくと、模擬の旗のよう

な形に改善がなってるかと思います。こちらはおそらくＭ3 とか堆積しながら、

同時位相で指向関係ようにｄＦサイト堆積していったんだろうと。 

2:13:03 考えてございます。従いましてある程度Ｍ3 ユニットがたまるときの堆積環境と

して大きく変わらずの中に指向関係でｄＦサイトが持ってきた、そういったところ

を考えてございますので、先ほどのＭ1、ＤＦにそういったところとはまた堆積環

境が別だろうというふうに考えております。 

2:13:24 はいそうです。よくわかりました。ありがとうございました。 

2:13:29 あと電中研の佐々木です。ちょっと今の施工説明ちょっと簡単に補足します

と、 

2:13:34 ここの①のところで、別にもありますように、少なから一瞬シルトっぽい地層が

たまってますのでこれを何らかのその堆積環境の変化があったんだろうと。 



2:13:49 いうふうに考えていて、この層準と斜方輝石が多くなる層準がほぼ似ているよ

というのが、この中心になりますので、その堆積環境の変化っていうのはどう

いったものを考えてるかっていう投票期間病気サイクルのような 

2:14:08 こういった大きなものを考えてるわけではなくて、今ここで 

2:14:13 斜方輝石が 

2:14:16 立ち上がる層準或いはシルトがたまる層準で明瞭な侵食面或いは明瞭な控

除というようなものが三つありませんので、 

2:14:25 Ｍ1 から 4ｍ3 にかけて一連の開始の中でのちょっと伝わって体系或いはそう

いったものがあったというふうに考えて、 

2:14:33 二つ目の 

2:14:36 Ｍサイズ、ちょっとＰＦＩのは、どうなんだということなんですけれども、 

2:14:42 この関係も指向関係が明らかに見えてるっていうことから、今まで残作業説明

したような形でＴｎ3 というふうにはちょっと違うように見えるので特に 1Ｆ3 ユニ

ットはその外に向けてと上部で知るところすごく多いので、 

2:14:59 全く一緒は思わないんですけれども、 

2:15:05 必ずとしてもしかしたら似てる可能性もあるただし今ＴＦ4 ユニット一番上の層

準で完全の今Ｍ1 ユニット止め歳児との境界にあるシルトのような層準がユニ

ットで削られてしまっていて、ちょっと 

2:15:20 そこの状況がよくわからないので、要はＴＦ3 ユニット除名無傷られているの

で、 

2:15:28 ＢＦ1ｍ1 とＴＦによりとのアナロジーがｍ3 と小さいピットに使えるかというと、 

2:15:36 正確に言うとちょっと現状わからないというのが答えになると。 

2:15:42 ｉサグチすみません御説明というか補足ありがとうございました。一応そうそう

いう理解でいいのかなということは、 

2:15:52 御説明としてはわかりましたのでありがとうございました。 

2:16:04 そう。 

2:16:13 はい。 

2:16:16 すいませんタニです。 

2:16:19 138 ページで、 

2:16:29 火山礫凝灰岩のブロックの上面、 

2:16:39 Ｍ1 棟斜面堆積物の境界っていうのが、 

2:16:44 これはもうほぼ敦賀 1 というおんなじような面ってことでいいですか。 

2:16:53 そう。 

2:17:00 はい。 

2:17:07 ワタナベです。 



2:17:09 こちらの断面図でいきますと、青の 8000 岩盤ブロック中に入っている青の破

線の部分については、こちらが昭和の 1 号炉統制という改変で頭が跳ねられ

て、岩盤ですね、頭の払い出し運営にもよるが、 

2:17:26 合ってるということになってますので現状見かけ辛い値になってるんですけど

も、オリジナルとしては異なっていたと考えております。 

2:17:39 タニです。 

2:17:43 そういう解釈は特に変えてはないけど、今、 

2:17:49 このがんセットな火山礫凝灰岩のブロックの上だけは、 

2:17:55 造成時で削られて、 

2:17:59 そのほか、硬いところ造成で削られてるけど、ちょっと標高が高い斜面堆積物

のつくりのところはたまたま削られていないんですよっていう説明ですか。 

2:18:12 はいこの辺りが 51 円盤造成で 51Ｆ機を切り取られているということんなるんで

すけども、左側の部分については、当然ピープルにあたっては、多少の不陸

は出ますので、部分も不陸が左側言えてるんだというふうに考えております。 

2:18:39 はい、ありがとうございます。そうそういうふうに考えられてるってことですね。 

2:18:45 はい、確認できました。 

2:18:54 そう。 

2:18:55 また、 

2:18:59 規制庁タガミです。 

2:19:04 北出野テフラ分析ともう 1 回 44 ページをお願いします。 

2:19:12 44 ページのテフラの測線見ると、先ほどお話に出たＴｆ－4 のところもやられ

て、 

2:19:20 それで下向こうにはＳ経営のＤ2 測線が移って、この図上はＭⅠの基底歴のと

ころもやって基盤のところまで測線が伸びているんだけど。 

2:19:34 核不確認したのが二つあって、 

2:19:37 上端のところのＴｆ－4 ユニットっていうのは、46 ページに出てるんで、データが

出てるんだと思うんですけど、 

2:19:48 洞爺とか支笏はなかったっていうふうに確認されているのか。 

2:19:53 そのようにそのＤＦ－4 の上の部分ちょっとだけ空白の部分もあるんですけど、

そこではどうなのかという、それが一つ。 

2:20:02 それともう一つは、下の部分これあの、本当にここまで見てるのかっていう点

いかがでしょうか。 

2:20:18 ワタナベです。ＤＤＦＰ4 ユニットこちらの主成分等に関しましては、 

2:20:25 これはもう古い情報になるんですけども 4 月 16 の審査会合で提示させていた

だいているものになります。その際の御説明としては、この中に指標テフラもあ



るかというところで、主に洞爺メインで書かせていただいてるんですけど洞爺

はないと、当然ＰＦＭもないんですけども、そういった 

2:20:42 プランというものはないといったことを記載させていただいております。 

2:20:46 ターゲットはＴＦ4 を見ればスターはすべて見れることということで、その際は、

守弘についての修正部分までは実施してございません。単語で一方ＯＴ－1

から 4 が織り込まってくるんですけども、ここの成分をやってございますね。 

2:21:02 また測線が今基盤がまで入ってしまうと、申し訳ございません、これはもう、礫

層まで実施して基盤が浅部で線としては行き過ぎてございます。修正させてい

ただきます。 

2:21:22 はい。 

2:21:24 ホーム延長して飛んでいってもいいと思う。 

2:21:28 それを使ってます。 

2:21:43 これ、 

2:21:47 休憩ですか。こと 1 人 1 点聞きたいんですけども、169 ページの先ほどの話題

があった話なんです。 

2:21:58 これ統計正規分布曲線だけ見る限りは、 

2:22:04 何だ、標準偏差も考慮するとこれちょっと有意な差があるかどうかってちょっと

わからないんで。 

2:22:13 実際の対応をインフラの中で、各堆積物ごとに 

2:22:20 プロットして比較を表示するとかっていうことはできないですかね。 

2:22:34 すみません、渡辺です。すいません。 

2:22:36 例えば 170 ページとか場所ごとのデータを載せているんですけどこういうニュ

アンスではなくということでしょうか。 

2:22:50 これ、これはここに持ってきていたことという結果でございます。 

2:22:58 仮称で 5 点をとった対応を示していると。 

2:23:01 ただ、 

2:23:03 これがそれぞれグラフが各箇所ごとの集計結果になっていて、それぞれの値

はｎ＝この平均値という形で示してございます。 

2:23:13 この 169 ページの 

2:23:17 測定した対 15 ヶ所とか 20 ヶ所とかありますよね。 

2:23:23 これもヒストグラムみたいなもの。 

2:23:27 もうイメージしてるんですけども。 

2:23:35 15 ヶ所、 

2:23:36 法律の中 15 ヶ所のすべての対応。 

2:23:40 ヒストグラムしますとかって。 



2:23:45 ワタナベず、今おっしゃって例えばもリードであればｎ＝この平均値でまとめて

るんですけども、それぞれの生値で同様としてこういう値学校掛ける 15 分で

80 円向上工事 75 点とかそういったもので、 

2:24:02 閉鎖平均をとってみるとかそういったことでしょうか。 

2:24:05 時イメージですかね。 

2:24:08 データを 

2:24:10 測定したデータを 

2:24:12 すべてプロットするということですね。 

2:24:16 ヒストグラム生データとしてですね。 

2:24:18 承知しました。 

2:24:28 いや、 

2:24:33 いや、いや、 

2:24:34 だけど、いや、 

2:24:37 提案して、 

2:24:39 すみませんこれこの後段オーダー参照意向の確認があるんですけどちょっと

もう 2 時間近くたったので、以上だったので、10 分ほど休憩を入れたらどうか

と思うんですけど、いかがでしょうか。 

2:24:59 そのようなことでお願いいたします。休憩でお願いいたします。 

2:25:04 はい、それでは今 151054 分なんで、10 分ぐらい、16 時 5 分ぐらいめどで再開

したいと思います。 

2:25:14 かしこまりました。 

 



別紙２ 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:00 はい。 

0:00:14 で、 

0:00:16 はい、規制庁タガミです。それでは再開したいと思いますが、事業者よろしい

ですか。 

0:00:25 はい、よろしくお願いいたします。 

0:00:28 はい、お願いします。 

0:00:33 施行まで 

0:00:35 なければ 3 です。 

0:00:42 あと、 

0:00:47 ですよね、規制庁のスガヤですけれども、210 ページのところで、 

0:00:56 写真が載ってるんですけれども、 

0:01:00 ちょうど角から見た写真になると難しいかもしれませんけどもし可能でしたら、

スケールを入れておいていただければありがたいんですけれども、 

0:01:12 ワタナベです。承知いたしました入れさせていただきます。 

0:01:23 そう。 

0:01:25 やって準備 

0:01:30 そうですか。 

0:01:32 はい、瀬戸です。 

0:01:34 それでは、次は参照情報小断層の影響はない。 

0:01:39 こちらの方にも通じてと思います。 

0:01:45 Ⅱ、 

0:01:47 227 ページをお願いします。 

0:01:53 日が 126 名の見開きです。 

0:02:00 確認ですけど、これは値上げ等、 

0:02:05 昨年 11 月の現地調査から 100ｃｍ、約 1 メーター程度奥歯に放り込んでいう

と、 

0:02:13 いうことのようですが、 

0:02:17 これ今見えてる写真の 

0:02:22 織り込んでいく手前の段階っていいますか、途中での観察写真と、 

0:02:29 これはあるんですか、もし確認したいのは、 

0:02:32 ねえ。 

0:02:34 掘り込み前に見えてた断層と今の黄色定性的示していただいている断層、こう

いったものの対応が 

0:02:43 すべてできてるのかな。そういう意図なんですが、いかがでしょうか。 



0:02:52 ワタナベです。 

0:02:54 226227 番、100ｃｍ掘り込んだ延長時壁面からで止まってございますが、その

途中段階においては、当方で設定しております。理想的な条件を満たすという

条件には至ってないんですけども、途中段階ということで、写真は撮影してご

ざいます。 

0:03:16 はい。写真はですね、ことですね。はい。 

0:03:21 それと、 

0:03:23 そうですねこれこの後、はぎ取り調査というのは非常に対応されてるんですけ

ど。 

0:03:30 やはりですねそのはぎとり前のオリジナルっていいますか、この 

0:03:36 220 億 227 の右側の写真っていうのが現物だっていう意味におきまして、 

0:03:43 この実際の投入における上端小断層の上端付近ですね。こんクローズアップ

については非常に重要だと思いますので、剥ぎ取りとは別に、こちらのほうで、 

0:04:00 つけて欲しいと思うんですが、 

0:04:02 可能でしょうか。 

0:04:05 ワタナベの写真の状況を確認して適切なものをはめ込んでいきたいと考えて

ございます。 

0:04:14 はい、高見です。実はその県の保険等のほどお願いいたします。 

0:04:29 それでは、今黄色の点線 220 億で基本線正断層 1000 億かかるというんです

けど。 

0:04:37 声、 

0:04:38 127 のほうがいいかな、上側の黄色の点線とそのｄｆ－2 の境界辺りに黒い数

値情報ですね。 

0:04:50 お示しするようなちょうど境界の部分があって、それはですね、差し入れる見

た目なんだけど、何かＴＦ－2 の中に続いていってるようにも見えるんですが、

この事業者そんな観察されているでしょう。 

0:05:11 ワタナベですと 229 ページの 228229 ページ、見開きで拡大したところを見て

いただこうわかりやすいかと思います。 

0:05:22 228 ページの左側の解釈線が入ってるはぎとり写真見ていただきます。以上

ある小断層の上盤側の小断層、こちらはＢＦ2 の中に入っていたＣＡＰの規定

のほうに入っていって先ほどの 

0:05:37 タガミさん御指摘したＥＦ2 のユニット境界等に入っている黒い筋とは連続する

ものではございません。また黒い筋というものが、ＤＦ2 の基底付近に存在す

るんですけどそこから下側Ｍ1 ユニットのほうに入ってくるかというとそのような

状況にはなってございません。 



0:05:56 例えばこの黒い筋の左下Ｍ1 との 

0:06:02 に出てくるであろう辺りにラミナがあるんですけどここ切ってるとかそういった状

況にはなっておらず、あくまでＢＭ2 の規定の中だけに存在しているものになっ

てございます。この解釈といたしましては、 

0:06:15 もう少し見ていただこうとよく 229 ページのがちょっとわかりやすいんですけど

も。 

0:06:20 Ｍ1 ユニットが上に凸のくさび状の形で、削り込まれてございます。このような

削り込みが 1 度もＤＦの侵食でできるかというとそうならないだろうと考えてご

ざいまして、順番的にはまずこのＴＦに増。 

0:06:36 黒い筋を挟んで右側の辺りの塊が一度ＭⅠを削り込んでくる。 

0:06:42 こう大きな影強化という小さなユニットのようなイメージなんですけども向かっ

て左側のほうが今度は削り込んでくる、そういった小さな時間差の中で、ユニッ

ト小さなユニットは 2 回削り込んでいるんじゃなかろうかとその一つの証拠とし

て、 

0:06:58 黒い筋を挟んで右側のＴｆ－歴が割と大きなべきであることに対して、左側が左

右の利益となっていて、方法の違いが比較的明瞭であるというふうに考えてご

ざいます。Ｔｂと左で堆積する順番に 1．関係があったんじゃないかと思ってお

ります。 

0:07:16 また相双の違いによって横転的に参加マンガンですとか、酸化鉄、そういった

ものの沈着が起きてこのような黒い筋の模様ができたんじゃないかというふう

に考えております。 

0:07:33 規制庁タガミです。 

0:07:35 うんと今の御説明ですと、ただその 228 の 

0:07:41 二つあるというような発生の小断層の上盤側の 

0:07:45 それが事業者さんの解釈に 

0:07:48 伸びて青点 8000 のところで止まっていると繋がっていると私は指摘した境界

部の黒い筋状と繋がっていないっていうご説明だと思いますので、 

0:08:03 そこら辺ですね先ほどのクローズアップしてきそうなんですけど、同様にです

ね。 

0:08:14 その点をに焦点を当てたような写真があればいいと思います。 

0:08:20 そうですか。 

0:08:22 ワタナベです。はい、対応させていただきます。この辺りを、焦点当てたような

発震打ったものをつけさせていただきます。 

0:08:36 はい。 



0:08:37 単位ですとさっき摩耗二階に削り込んでるものをさらに削り込んでこういった不

連続面があるんだという話をされてきたと思うんですけど。 

0:08:50 真ん中に買い物、こういった構造というものにほかにもあるんですかね、たま

たまここだけ何かその辺わかったら教えてください。 

0:09:15 もう 

0:09:16 そうしますけれども、 

0:09:19 よろしいですよね。 

0:09:23 ちょっと、 

0:09:27 はい。 

0:09:30 ここ答えられなければいいですよ、ほかにあれば、何かその説明。 

0:09:39 それで点検のササキでちょっと御説明しにくいのでがどう共有していいです

か。 

0:09:47 お願いします。 

0:09:50 226 ページの拡大図を示します。 

0:09:56 今ご指摘なったそのくだり右上から左下に向かってる数字というのは今はぎと

り作成位置という文字のあそこですね今ポインターで示している。 

0:10:11 ここが御指摘な位置で、そのすぐ上に水平に 

0:10:16 何かという所参加マンガンの超えてると境界を示してるような、これも 

0:10:24 小規模なユニット境界となっていて、そこが等々先生がたまたま違うことで天

敵二酸化マンガンと酸化鉄が沈着している場所。 

0:10:34 になっています。 

0:10:36 そういったところはこの露頭で幾つか見られます。 

0:10:46 はい。 

0:10:48 そういったものと同じものだっていうところですね、なんかの傾斜してなんです

かね。 

0:10:57 3 年の上に削り込んでいるようなところでもそういうのが、 

0:11:01 あるのかないのかと 

0:11:04 どうでしょうか。 

0:11:11 ワタナベです。 

0:11:13 現有の今のお手元にある資料ではそれをお示しできるものがございませんの

で、もうあたりも整理して、 

0:11:21 資料の中に入れ込ませていただきたいと思います。 

0:11:29 はい、あのまま考え方がまずは保管ぐらいから分かるような資料だったらいい

なというところですので、 

0:11:39 いたしました。 



0:11:47 それでてる説明では、 

0:11:50 はい。 

0:11:51 規制庁タガミ第 3 層が影響して、その通り 228 ページ。 

0:11:58 右上の青い鳥の上端付近のところの写真があるんですが、 

0:12:05 ちょうどその東端がその青の破線のＴＦ－2 の規定で止まってるっていう説明

なんですが、 

0:12:14 そうですね。ＴＦ－2 にも入ってる領域なんですが、 

0:12:20 ちょっと見た目はですね、何か 

0:12:23 先ほどタイミングが違う。帯磁率だっていうような説明があったんだけど、 

0:12:31 色調色調ＢＢ入れば何か 

0:12:36 その下のＭ1 ユニットに近いような特徴もあるし、レベルとしては、パブコメのＴ

Ｆ－2 のユニットも特徴があるのかなと。そういうふうに私は見たんですが、 

0:12:50 一方、一方でですねその反対の南側、 

0:12:55 ちょっと待ってね。 

0:13:07 220 ページをお願いします。 

0:13:13 240 ページの 

0:13:17 反対の 

0:13:19 法面南側の壁面で、 

0:13:22 事業者さんも認定してる協会っていうのを見ているっていうのは、 

0:13:27 もうちょっと大きい履歴とかがもう入ってきてて、それで、その 

0:13:35 スマホｎｅｔユニットのその塗装の用意とかもう消えているようなところをこちらで

はＭ1 ユニットっていうふうに 

0:13:43 認定してる。 

0:13:45 わけなんですよね。 

0:13:46 それでなんかもう先ほどのところでちょっとギャップがあるのかなっていうふう

な 

0:13:51 気がしたんですが、 

0:13:54 この点はいかがですか。 

0:14:27 そうです。もしかしたらなんていうんですが、その上のリッカーから堆積するタ

イミングで、その成因じゃないですけど、情報の特徴がまじっているような領域

があるのかもしれませんけれども、 

0:14:42 その場合だと上のＴＦ－2 の規定っていうのを慎重に見ないといけないのかな

と思って。 

0:14:52 で、どちらかというのはその 220 ページで見れるようなものが、 



0:14:58 ＴＦ－ＴＦ－2 の規定っていうのはもうちょっと下になるのかなっていうふうに私

は思ったんですが、せん断面が見えてるっていうふうに書かれてるんで、13 の

確認状況を教えていただけたらと思うんです。 

0:15:14 電中研の佐々木です。 

0:15:16 240 ページ共有してもらっていいですか。 

0:15:22 約 41 のほうがいい。 

0:15:36 拡大、 

0:15:42 今のポイント中心ぐらい。 

0:15:45 もう一つ、これで終わり。 

0:15:48 特に断層でポインターを 

0:15:52 そこに黒い筋が、 

0:15:54 そうそうそうそう。 

0:15:56 これ今まで中堅のササキですね今これ 241 ページを拡大していただいたもの

なんですけれども、今ご指摘なったＡ、 

0:16:07 ラミナがなくなる砂なんですけれども、これは砂層の中でたまたまこうラミナが

ない。 

0:16:14 ブロック状に入ってきた砂だというふうに思っていて、その証拠の一つにその

すぐ上なところにラミナがまた一瞬見えますんで、このラミナを等の方向を右側

に追っていくと。 

0:16:34 それと対応するようなラミナがここの位置に出てきますので、 

0:16:38 これは社長の中の堆積構造の一つだというふうに解釈をしていて、Ｍ1 ユニッ

トというふうに考えております。 

0:16:52 その後、黄色の先生に変わるというような断面としては見えるんですか。 

0:16:59 だんだんタニています。 

0:17:12 はい。 

0:17:13 規制庁タガミです。これも立体的に見て判断する必要があるのかなと思うんで

すけど、要はちょっと削り込んだら望み得るのかなっていうようなところが大事

かと思うんですけど、当然この状況で 

0:17:28 ほぼ保持していただいて私ども、 

0:17:35 現地調査やる機会には見せていただけるっていうふうに考えてよろしいです

か。 

0:17:44 ワタナベですと 240241 ページに示させていただいているものが、こちらが南

側壁面の現地調査地の期目を再成型して示しているがためになります。もで

すね約 60ｃｍほど追い込みをかけてございまして、 

0:18:02 現況として見えている壁面となります。 



0:18:06 3 ページ。 

0:18:07 232 ページ、133 ページになるんですけども。 

0:18:12 こちら 60 センチほど追い込んだ現況の断面となってございます。それ先ほど

の断面についてははぎとり権者資料がございますのでそれを見せするという

形になりまして、現地調査の段階におきましては、どちらかというところの 230

人 133 のような形。 

0:18:30 壁面を見せることになろうかと思います。 

0:18:36 はい。ところがですね状況が確認できますと、 

0:18:40 これも 1 系統 60ｃｍ程度置き残ってるっていうことですね、この先ほどの励行

活動に 

0:18:47 こちらの写真とかはあるというふうに理解してよろしいですか。 

0:18:51 はい。 

0:19:05 それと逆にその北側のほうの 228 ページはここの母線これはぎとり 

0:19:11 227 ページのほうがこの状況で目指しているという。 

0:19:17 考えてよろしいでしょうか。 

0:19:19 はい、これと同様な壁面といいますのは多少水が立つので奉仕変わるかもし

れないんですけど、ほぼほぼ同様な壁面でお見せできると考えております。 

0:19:28 本委員会でですね。 

0:19:41 タニです。 

0:19:44 とですね、230 ページ剥ぎトリーササキ資料ですけど。 

0:19:51 こういう議論をする時にですね、何か。 

0:19:56 一般的に取り組んできの長軸かと思ってるんだとかですね、その断層の直上

にですね。 

0:20:03 そういった話どこなんか。 

0:20:07 検討です。 

0:20:12 いや、やっぱりされてないんでしょうか。 

0:20:37 ワタナベです。例えばなんですけど、剥ぎ取りになってしまうので、二次元であ

くまで見かけ長軸という形にはなるんですけども、こういったようでもよろしけれ

ば実施することは可能かと考えてございます。 

0:20:51 あんまり今この場でやってくださいよ思いますし、うまく守りたいから出てるとこ

ろなのか、できるのかできないかとか、そういった感触みたいなものが別には

ぎとりこのってませんと。 

0:21:03 クエンチでもいいと思うんですけど。 



0:21:33 現状といたしましては当然なんですけど利益の長軸差やはりそちら向いてる

かというものは露頭レベルでは見ていますけれども、背景だってこう整理した

というたものはないのが現状です。 

0:21:47 はい、あの状況から見ました。 

0:21:50 あとですね、 

0:21:53 242 ページ 

0:21:58 もうちょっとはっきり鳥取県ササキ資料 

0:22:02 ここですね、 

0:22:05 基本中の傾向で旅行ＢとかＣとか、 

0:22:09 のところ、ここの波がなくなる区間があるんじゃないですか。ここの砂そのもの

を裏切らがなくなる区間っていうのが下の状況とちょっと違うその総額を見える

んですけども、どういうふうに考えられてるのか教えてください。 

0:22:49 ワタナベです。 

0:22:51 Ｃの部分がラミナが認めにくいという場所なんですけど、ここはぎ取りレベルで

は弱い堆積構造を確認してございまして、そのギャップとして味覚併用というも

のを計測してございます。 

0:23:11 タニです。 

0:23:13 ネットですね、味覚変位量は噴流って、実はこれ、よく見えないけど、 

0:23:20 案を 

0:23:21 よく見れば、 

0:23:24 ラミナがあるっていうことなんですけど何かこのＢ－Ｂって書いてるところ辺りっ

て何かそれより上の進まなくて、 

0:23:33 何か丸抵抗後でを見られたらとかある。なんか、 

0:23:38 ちょっと違うものが持っているように、ぱっと見たら見えるんですけどねこので

きがこうして書いてある下にちょっと大きめの歴史があったりとかですね、その

堆積構造みたいなものなのかどうなのかというお考えを確認したいっていうと

ころです。 

0:23:54 電中研の佐々木です。242 ページをされません共有させてください。 

0:24:07 今ここに 142 ページの左下の写真を拡大していただいてますが、ここでこの今

ご指摘なったまずいいとＣの間の地層がどうしてラミナがないかってどういうふ

うに、これは堆積したと考えてるのかっていう 

0:24:22 ことですけれども今ｂの右側綺麗ならＢだが入ってます。これは現地で帯磁率

測っていただいたように、時鉄鋼土佐鉄のシュゾウ学校の島になっているとこ

ろで、このこのさこのたとえ夢中に特徴として、 



0:24:39 今、その上の利益二つ目は写真で真ん中辺に見えている駅二つこれは明ら

かにＭ1 ユニットの中なんですけれども、この利益の周りというのはどうやらこ

のラミナができにくい環境液がたまるときはその周りの砂層もその査定による

ラミナができにくいような環境だったようで。 

0:24:57 ここのところでは、その弱い。 

0:25:00 Ａよりは見えます。齢は見えるんですけどその下の綺麗な切によるラミナのよ

うなものはできないような体制関係で、今御指摘になった左側に移ってＣのと

ころというのは、ちょうど歴が入っているところなんですね。 

0:25:17 こういった力が入っているところがやはりこの左折によるラミナは綺麗にはでき

ないんですけれども、何かをよく見ると、齢よりが見えるといったような体制環

境だったというふうに考えて、 

0:25:38 はい、タニでその説明ありがとうございました。 

0:25:48 本ですね、すみません、議論を 

0:25:52 しいて書いてる左下のできのほうなんですが、その上に、 

0:26:00 121 とか 20 とかの方向に切ってここ黒いのが見えますよね、これは、その差

鉄とかではないんですか。 

0:26:14 中間のササキです。ちょっと黒坂違うのでさ鉄と呼んだものではないんですけ

れどもその堆積構造の一つだというふうに思っています。 

0:26:26 違うんだ。 

0:26:33 はい。多分ですね私たちが見てるさしてちょっと 

0:26:38 改造しきれてないっていうところがで違いが結構変わってないんだと思います

ので、何か拡大したというのもありましたら、 

0:26:49 理解が進むのかなと思いますのでだったと。 

0:26:53 あとへっ先ほど言った契約合ってる実は弱いな皆があるんだっていう説明です

ね。 

0:27:02 その辺もちょっと資料、 

0:27:06 もう、拡大するとかだけでいいと思うんで、資料つけてもらえないかなという 

0:27:12 お願いします。 

0:27:14 はい、承知いたしました。 

0:27:19 発表ですね、ちょっとそんな事件っていうとですね。 

0:27:25 この地層境界が右側の端の地層境界なんでここに引けるのか、すごい細かい

話なんですけど。 

0:27:33 この青いす 8000 左右でも少なくて、 

0:27:38 あんまり変わらないように見えるんですけれども、なぜここに引けるのか、あ

と、 



0:27:44 その場合もちょっと思ったんですよね。 

0:27:48 どこなの。 

0:27:52 234 ページとは思う。 

0:27:58 青いラインを境なんか進まあんまり 

0:28:02 変わってきちょっとしたさかもしれませんけどね。 

0:28:05 その辺を引いての根拠っていうのが、 

0:28:10 何か。 

0:28:12 志免示していただけたらなと思います。228 ページも、 

0:28:17 同じように、 

0:28:18 その青い破線の左右で写真で見さしこの資料の写真のレベルで見ると、あま

り砂が違うように、ぱっと見見えないっていうのが、 

0:28:31 というふうに聞かれているのかというの。 

0:28:35 を教えていただきます。資料にしていただくかっていうのをお願いしたいんです

けど。 

0:28:44 電中研ササキで、基本的には堆積構造が乱れていて、その堆積構造に差が

あるところですとか或いはシール等の 

0:28:55 クラストが入っていたりそういったところで根拠引いてますんでそういったこと

がわかるような資料を準備したいと思います。 

0:29:03 はい、お願いします。つまりだからそんな膨大なんだけど、上の行堆積物が規

定上のほうで基礎が差益加工たまるときにも構造堆積構造がこう見られてい

るようなところからから地層境界に当たるっていうことを言われてるんですか。 

0:29:21 そういうことで、 

0:29:23 はい。 

0:29:27 言われてることだと思います。はい、理解しました。 

0:29:49 でした。 

0:29:50 言いません。 

0:29:52 結局、 

0:29:55 それで、 

0:30:02 続いてのスガヤですけれども、 

0:30:06 242 ページの写真のところで、 

0:30:12 剥ぎ取りしたところの 

0:30:15 全体像が左側の写真があって、黄色い破線がこれ小断層っていうんですけれ

ども、この剥ぎ取った後のところには、右上のところにもちょっと断層が見えて

いるんですけれども、 



0:30:29 その剥ぎ取った場所っていうのが 240 ページのところに、要は剥ぎ取る前状態

させないっていうんですけれども、 

0:30:39 140 ページの右側ですね、そこにも黄色い破線で、 

0:30:43 小断層が書いてあるんですけれども、 

0:30:49 タガミ取った後には相談とか、右上のところにちょっと出てるんですけれども、

剥ぎ取る前の場所に合ってないんですけれども、これ剥ぎ取ってみて、できた

というふうに、そういう理解です。 

0:31:04 こちら、 

0:31:07 はい。 

0:31:15 140 

0:31:19 ワタナベです。240 ページのスガヤさんおっしゃる通りですねこのはぎとり戦車

資料作成上の四角が込みの右はじの辺りには上げとる前にも見えてございま

す。今、線が引かれていないという状況になってございますのでその辺はちょ

っと 

0:31:34 整合をとらせていただきます。 

0:31:39 はい、規制庁の菅井です。はい、承知しました後、またスケールの外なんです

けども、242 ページのやっぱりこの 

0:31:46 左側のほうにはちゃんとスケールがもともと写真撮る書いてあるんですけれど

も、一緒にササキとかですね、この右側のほうにも可能であれば、 

0:31:56 ＳＣＡＬＥを入れておいていただけるとありがたいんですけど、そういった箇所

が多分この参照の 

0:32:02 ところが、いろいろ沢山あると思うんで、ちょっと 

0:32:07 所とに関する 

0:32:13 ワタナベ写真なんになってしまうので、おおよそのスケールという頼りになるよ

うなものをつけるような形で対応させていただければと思います。 

0:32:24 はい、お願いします。 

0:32:37 はい。 

0:32:38 はい。 

0:32:39 それではちょっと進みまして南側のほうなんですが、最初に確認なんですが、

南側壁面っていうのは、氷進めなどを行ってなくて、海側の側面っていうところ

も観察を加えて、こういう理解でよろしいですか。 

0:32:56 はい、そうなります。 

0:32:58 はい。 

0:33:07 もう一つ、海側壁面のところはちょっと飛ばして強く私とか 256 ページをお願い

します。 



0:33:18 これは今まで見せていただいてた件は 4－よりさらに多くの方の件は今回つけ

たっていうことだと思うんですけども。 

0:33:28 先ほどもすごく部のところでちょっとお話に出たＭ1 改正するというふうにとると

ころにはこういう黒いポツポツがもう見えてる。 

0:33:39 今これ何かっていうのが一応確認としてお聞きします。まあそういったものが

多い少ないという境界辺りが黄色い破線の創造協会っていうふうに見えてるよ

うに思うんですが、本来ならば、 

0:33:55 あともう一つは、持ち分は当初から見てたそのＭ1 ユニットに関してはちょっと

濃淡で行って 

0:34:05 いろんなことがあるとしてこういうような特徴があったと思うんですけど、それか

ら西縁部っていう説明の話も困ってきてＴｎ3 ユニットの 

0:34:16 下部ですね、そういった部分にも読んでるっていうことなんですが、この農家の

差っていうのは何なのか、 

0:34:27 予算の方で考察等が 30 でしょ。このＰＯＳ黒ポツの店頭の担当さんお願いし

ます。 

0:34:57 4000 先にですね、黒い部分の話をさせていただきます。こちらは先ほど申し上

げた通りになるんですけども。 

0:35:06 これが酸化鉄参加マンガン多い多く含まれる箇所、これを示してるものじゃな

いかというふうには考えてございます。組織長の違いについては、お待ちくださ

い。すいません。 

0:35:23 電中研の佐々木です。 

0:35:25 これ露頭の観察、或いは薄片を眺めますと 

0:35:32 濃淡の差というのはその基盤が由来の粒子の量の違いだというふうに考えて

ます。白っぽい粒がその凝灰岩であって、凝灰質なものであったり或いは 

0:35:45 のただ何起源のものっていうのが結構あり遠いので、 

0:35:52 統計的に数えたわけではないのですけれども、その露頭観察した限りだとそう

いった粒子の違いがこの濃淡にあらわれてるというふうに考えている。 

0:36:04 規制庁でもですね、今は草恵まれたのはＢＳ3 行は、のためには復水ちょっと

白っぽく見えるんだけど、それについては、Ｔｓ－3。 

0:36:15 全員でないケース 3 ユニットの中の総組織みたいなものの特徴が反映され

て、こういうものができるのかっていうことを言われてるんですね。 

0:36:30 おっしゃる通り、ＴＳＩユニットの中でのその色の差というものを説明しました。 

0:36:36 これは国なってるのは政府って言ってる辺りには、 

0:36:41 うん。 

0:36:43 うーん。 



0:36:44 下のＭ1 ユニット薄まっ等町っていうようなところであるので、そっちの特徴が

できるっていうそういう考察よろしいですか。 

0:36:56 おっしゃる通り、 

0:36:58 はい、わかりました。 

0:37:05 申し上げます。 

0:37:17 お願いします。 

0:37:19 そうですね。さっき飛ばし南側の開削調査箇所 247 号。 

0:37:25 一番 

0:37:26 249 ページ。 

0:37:29 うん。 

0:37:31 これってあれなんですよね経験値で、 

0:37:35 やった小断層の延長というふうに考えているということですよね。 

0:37:43 はい、そうですね、247 ページに俯瞰的な位置関係を示しているかと思うんで

すけども。 

0:37:50 もともと現地調査でお見せしていたのが南側壁面のほうにオレンジの破線で

書いてある町断層、これの連続走行方向の連続としまして、海側壁面というこ

の間までフリーフレームが貼ってあった箇所。 

0:38:06 これらについては、この天端付近を連続的に確認する観点で売れもとった際

に新たに出現してきたというものです。わかりましたと。 

0:38:17 ちょっと 2 点ほど確認したくても、なんかはもう同じ感想なんだけど、前に溜め

るから見ると結構直線的にわかってたんだけど、こっち側の面で言うと、かなり

高うねったようなものとなってるのは何戸販売があるのかって言ってると。 

0:38:34 上載層の込んでですね、 

0:38:39 例えば 2－50 ページの上のほうから資料を 

0:38:46 実装等、 

0:38:48 加速の地層っていうのが、これは何が違うんですかとか、設けるようなもので

もなくて生育も 1000 個あるのか、ちょっとだけあるんですかねこれ混載部って

いうのは、断層向いまではいってないんですか。 

0:39:06 ちょっとこの辺の 

0:39:08 地層の区分というのを考えてるのか教えてください。 

0:39:18 電中研の佐々木です。まず 1 点目のどうしてた総額 200 や曲がってるかって

いうことに関しましては、今断層の走向が今ここの海側壁面と呼んでいる壁面

の面的面自体の向きと。 

0:39:35 ちょっと近いも関係で、売れて見えます。これをちょっと 

0:39:42 そういうことで、 



0:39:51 はい。方向考えの確認。 

0:39:53 できました。それが前の地層が、これも設けるようなものではなくて、同じような

もので、色調違いは何だ。 

0:40:01 何が違うんですか。 

0:40:24 赤のプロット特に準備してなければいいんですが、先ほど専務が断層の直上

にはないってことでいいんですかね。 

0:40:34 今繊維部は白っぽく見えてるところのした黄色い線の間にスープあるっていう

ふうには考えています。 

0:40:47 ですね、そういうことであれば 252 ページとかに 

0:40:53 なぜ書かないんですかね。 

0:40:56 多分ここに 152 ページで、なかなかこのかけるってことですか。 

0:41:04 協会が微妙なので机上に書きにくいんですが、書こうと思えばかけます。 

0:41:11 はい。ちょっとその辺はあるのかないのかとか、指摘にも関わることだと思いま

すのではっきりはっきり書けないんだったらかけないでいいんですけど、この

辺にありそうだとかわかんなくなってるんだとかいうのをお考えをちゃんと 

0:41:27 落として欲しいなというところ。 

0:41:30 考えてますので、50 ページ、 

0:41:33 はい、了解しました。 

0:41:40 整備部が分かれてるんですよ。 

0:41:43 だけどこれ断層との関係でも、 

0:41:50 ちょっとですね。 

0:41:52 260 ページの服部権者資料お願いします。 

0:42:00 はい。 

0:42:01 確認なんですけど、 

0:42:04 黄色の点線に書かれている所断層をまずＮＥＡ側にも今ポンプとかもう報告大

筋が見えて、 

0:42:14 見えてるんですけども、こういうの 

0:42:17 小断層ではないっていうふうにお考えなんでしょうか。 

0:42:43 取り進め、260 ページの黄色の点線で引いてる小断層の左っ側にちょっと断続

的にはっていうねってはいるんですけど、同じような数字のように見えるものが

あるかと思うんですけど。 

0:42:58 それも小断層ではないっていうふうに判断した理由等があればお願いします。 

0:43:10 ワタナベです。 



0:43:12 左側に見えてるものなんですけれども、シルトも何も挟在していないも面構造

が全く見えていないものになりますので、こちらについては、小断層じゃないと

判断してございます。 

0:43:32 はい、と千里というそのスタッフも全然性状の違うものって断層ではないってい

う御説明だったと思います。 

0:43:55 はい。 

0:43:59 すみません、ナイトウですけども、ＹＫＴで 256 ページの各機器囲いの中でも、 

0:44:08 出して欲しいと思ったんですけど。 

0:44:10 二つポツが鉄筋営推さんユニットを規定した小断層変位が認められないと金

融資産一定剪断面は認められないって書いてあるけど、 

0:44:22 これってさ、途中で攻めとしても同じ結論なんだけど、皆さん、どういうふうに考

えて、 

0:44:35 はい。 

0:44:40 もっとユーティリティＭＩユニット 9 で小断層が選別しても、この二つのポツの書

き方は変わらないんだけども、 

0:44:49 皆さんの解釈というのがありますか。 

0:44:56 はい、ワタナベです。おっしゃる通りちょっと書き方が悪いですね、浸食面に切

られているという情報が入っていないと思います。その辺を加筆させてくださ

い。 

0:45:11 はい。品種名そうシートには相当協会で機械てるところだと思うんですけど、こ

れ相当公開に切られてるっての何をもって判断してですか。 

0:45:38 はい、ワタナベ 256 ページの層境界の付近見ていただくと、右下から上がって

くる長断層が北方外挿層境界のところですと、 

0:45:49 られているところが明瞭かと思ってございます。これは 4 月の審査会合でもペ

ットＣＴなどもお示ししたと思うんですけども、応答境界を境にこのある太さを持

った小断層が明確にアップ切れてなくなっているといったところが、御説明させ

ていただいたところです。このあたりをもって、侵食されているということ。 

0:46:08 説明してございます。 

0:46:11 ただし、 

0:46:13 はい。 

0:46:16 あのね、切られているっていうのは何をもって早々境界まで届いていると見て

いるとか、物差しだけで届いてるかどうかわからない。 

0:46:27 皆さんはこの冊子を見て、何をもって、 

0:46:31 そうそう協会で切られてるとするのか。 

0:46:38 電中研の佐々木です。250 ページをお願いします。 



0:46:46 250 ページの右側で、この小断層が北から延びて会だあ、これは今ちょっと違

う液面ですけれども、 

0:46:56 その見かけの鉛直変位量がずっと下から 15ｃｍで続いてるというのがわかっ

てますんで、大分断層が相双協会に向かっていったときに、その変位量が例

えば 

0:47:11 もちろん検討する話なんですけれどもペーパーリング起こしていたり、そういっ

た変位の減衰とかが起こしていたらこのなどさんおっしゃるようにこの相当強

化のところでたまたま止まったんじゃないかというような解釈も可能だと思うん

ですけれども、変位が下からずっとある一定のものが伝わってきているものが

この層境界のところでまた 

0:47:31 この辺がなくなっていて、構造としても三次元的にＣＴで見てあげるとどこをとっ

ても、すべてこの層境界のところで切られてるように見えると、そういったことが

このＴＯＴＯ協会によって行わ小断層が切られているというふうに解釈して、 

0:47:52 規制庁ナイトウですけれども、何を根拠にしているのかって口頭で聞いてわか

ったんですけど、それが全部データ出てる。 

0:48:02 今言ったササキ下げたやつの後半は全然停滞がない。 

0:48:13 はい。 

0:48:29 前回の会合のときの資料ではそういった変位の話も少し触れてありますので、

そういったのを今回の資料にちょっと組み込ませてください。 

0:48:38 マーケットですけど、変な話にしました。 

0:48:43 冊子を見ただけで、この層境界は明確にはわからないので仮定コーヒーとい

います結果とこの層境界に断層が動いているのかってのは、このさしていただ

き除熱わからないんだけど、そこはどう判断して何を根拠に 

0:49:01 ここの層境界としていて、断層がそこで切られていてちょっと不足か目指す動

いていると判断しているのか、今の集落と全然わからない。 

0:49:13 はい、ブロックのＣＴ含めて、一連で説明できるように資料化いたします。 

0:49:21 違う 

0:49:22 はい、ここで、 

0:49:25 結局、 

0:49:25 止めに使っているんだけど、ここで全部東京待ってますっていうやつレターは

しっかりと充実してもらわないという思い至らないから。 

0:49:35 もちゃんとしっかりと 

0:49:38 データをつけた上で効果がこうだから困っていると反発しているんですっていう

明確に伴いたいんですよね。 

0:49:48 ワタナベはい、承知いたしました。資料の充実化させていただきます。 



0:49:55 認め 

0:49:57 今後、 

0:50:01 いや、全くもって、 

0:50:10 説明ページです。 

0:50:14 よろしければサービスです。 

0:50:17 そして、規制と多分ですね、次に終了がすね。 

0:50:23 292 の 

0:50:26 結果の説明のところお願いします北側における 

0:50:31 これはもう早々の観点とか矢印書いてあるんですけど、はっきりさせて欲しい

のは、局所的にそのｄｆ－2 の局所的な部分だけを見られてるんじゃなくて、 

0:50:46 ＴＦ－2 っていうか、見えてる。 

0:50:49 露頭として見えてるところ全体を見ていただいて、擾乱っていうものが認めら

れないのかっていう観点で確認をいただきたい。 

0:51:00 今料理分け止められるっていうこと自体が大事なんではなくて、多分その用量

自体が擾乱を受けてないっていうことを 

0:51:08 言わんとし、社員じゃないかと私は思っていたんですけど、そんな形をきちんと

書かないと駄目じゃないかなと思います。 

0:51:18 そうですねこのＴＦ－2 って基本できそうなんだけど、中ですがそうとかが入っ

てきて混在してるような状況で段目としては、 

0:51:30 その部分が書かれてるんですけれども、こういったものがこの土地のページに

示されているような状況報告及び同修正が擾乱構造ではないっていうふうにＥ

Ｆのかどうかあたりが大事かと思うんですね。 

0:51:46 観点で観察されていらっしゃいますでしょうか。 

0:51:55 電中研の佐々木です。 

0:51:57 今ご指摘なった 

0:52:01 Ｆ4 ユニットの中の 

0:52:07 7 ですとかといったものについては、 

0:52:11 観察を行っておりまして、もしこの地層に乱れがあれば、こういった砂ブロック

とかが保持されないであろうと。 

0:52:20 少なめコード自体が崩れているんだと 6 自体がもうそのそもそも歴と砂では 

0:52:27 うん。 

0:52:29 動き方が違う条例案の時の凍結凍結のときの擾乱時の向きが違うと思います

ので、こういった地層、 

0:52:38 もう結局高度、堆積構造が乱れてしまうというふうには考えてます。 



0:52:45 多分ですと 288 ページに文献レビューされてるような、こういった事例としての

効果な構造がわかっているわけですけど。 

0:52:55 要は、ＴＦ－2．の意見もっていうものがあるかもこういったものではないないの

かどうかっていう辺りも説明が必要かと思いますので、そうそうも観点でいうと

いえばそういう説明が必要。 

0:53:08 それとも言うと、あとは震度ですね、左のほうに、ここから 8ｍ程度、この資料

の後段の辺りに現地系統の沢みたいな評価の図も入れてもらってるんで、根

拠としての紐付けですね、エビデンスも 

0:53:26 ページっていう意味合いからもやっていただけたらと思います。 

0:53:31 よろしいでしょうか。 

0:53:35 はい、承知いたしました震度の関係で現地系との関係、確かに参考資料のほ

うには載ったりしてるんですけども、フィリピン、当該帳に入れて紐づけを明確

にさせていただきます。 

0:53:48 はい、規制庁当分です。それでどういうふうに南側にあっ 96．まとめが書いて

ますけど、こちらにつきましては、まず左の流れのほうですね、堆積時期、 

0:54:01 これもですね、その技術基準の解説に挟在することから、協議の堆積してもら

います。それいいんですけど、そのあとに起きた表記のときにどういう。 

0:54:13 地形のどこかの状況だったのかっていうあたり考察ですね、そういったものが

大事かと思いますし、また文案、先ほどと同じように整理されてると思いますの

で、そんなに御説明効果もぜひ加えて欲しいっていうのと、 

0:54:29 あとですね、この文言だったかもしれないんだけど、右の流れも 

0:54:35 Ｍ1 面にもＴｓ最近ユニットにはですね、先ほどのその擾乱っていうのが、 

0:54:42 或いは話し合うということな見込みに書いてるっていう欲しいと思います。 

0:54:48 浸食面にって書いてるところをちょっと言わしてもらった。 

0:54:52 あと、テフラ分析もされているわけですよね。 

0:54:55 先ほども 

0:54:58 地層のところで確認させてもらいましたけど、Ｔｅｐｈｒａの分析をした上で、そん

なに新しい時代のＴｅｐｈｒａがまじっていないっていうことがいえるんであれば、

こういったところも整理しておいていただきたいと思うんです。 

0:55:18 ワタナベですとかぶりの観点につきましては約 96 ページの上の二つ目の囲

みで園地形が失われてる部分が多いというところで、その辺の観点の整理は

相手しないという形にしてたんですけども、現地系の 

0:55:34 どれぐらいの標高あったかというのは、過去の地形図から明確になっています

ので、それらを使って、 

0:55:40 拝借という観点でとかぶり整理させていただきたいと思います。 



0:55:47 あとテフラですね、富良野 

0:55:49 例えばＳＰＦ案があるとかないとかっていう観点でいくと、当該箇所の上位に位

置しているＴｓ3 というふうにも 1 も共通なんですけど、八重洲ＰＦやんとＦａ湾

等はないということを確認してございますので、それらを踏まえた 

0:56:04 域の堆積時期の 

0:56:06 ｉといったところも入れさせていただきます。 

0:56:12 資料。 

0:56:16 どうぞ。 

0:56:20 はい。 

0:56:21 白がお話にあってるか周氷河んところで、 

0:56:24 もうちょっとしっかり書いてあるんだけど、重さ未満っていうふうにＰ 

0:56:36 いうふうに当期 

0:56:40 洞爺がまじった引き継ぎ周辺で見つかっていますと、それは時代感も違うのが

入っているので、ここが宗教が提供があったと考えていて、 

0:56:55 いうのがまず前提にあるんだけど、そこに対して、北電さんはどう考えて、 

0:57:01 この二名。 

0:57:03 ねそこの部分はどう考えていたそうです。それが 9 評価の可能性が否定でき

ないっていうんであれば、それともぐらいの厚さがあると評価していくか。 

0:57:15 その後でそれで 2ｍ最大 2ｍの関係を評価していくか。 

0:57:21 2 から 3 名以下 3 メートルとなるということを指しているとこまで聞いてもらっ

て、 

0:57:27 その後で、 

0:57:33 ないと 

0:57:35 45ｍ50ｍぐらい削ってるからないんですが、51 名とか、 

0:57:41 ていう話になったけど、別にもう 11ｍあってその間のところで、 

0:57:47 うーん。 

0:57:50 容器等表記バリア表記のところで 1 台かっちゅうのは表記のとこっておかしく

ないんだけれども、 

0:57:58 それでは皆さん、どう考えてもっていうのが横から 51ｍ以上の企業がないから

もういいですかって話は最終間氷期の場所数字。 

0:58:10 全体として環境機 

0:58:13 医療機関表記があるという話で皆さん評価でっていうところは、 

0:58:19 ＢＭＩユニ等が 

0:58:22 水抜売ってるでしょ。 

0:58:27 そうです、地表までなり、 



0:58:29 標記なんか繰り返すわけね。 

0:58:31 はい、そうですね、そこのところでもってやその影響を受けてというものがある

のかないのかというところが出てこない。 

0:58:42 はい、タニ結構そこ行ってるはずなんです。 

0:58:47 別に地表だけなんですが、 

0:58:51 古い時代のものであっても、古い自体が環境費で堆積した後に当然表記とい

うのをそれで満たされている可能性はありますよね。 

0:59:02 それで満たされているんですから、大変と言ってください。 

0:59:07 一方で外に入ってない。 

0:59:10 そこはちゃんとまとめてもらいたい。 

0:59:12 わかりました見いだされた満たされてないかの観点と堆積いつの時代にした

のかという観点は書いてるんですけども、今足りてないのがおそらくかぶりと

かぶりの話だと思ってございます。これに関してはＴｓ3 堆積以降の状況がどう

であったのか。 

0:59:28 次の表記或いはその先の表記を迎えたときにどれだけのとかぶりがあったの

かというところが大事だと思いますので、隣接してるＦ1 開削箇所の露頭のデ

ータなども踏まえて解釈を入れさせていただきたいと思います。 

0:59:45 少し表記に加え、ちょっとわかんないというのが、 

0:59:50 ＰＡＲ 

0:59:52 確認したっけ。 

0:59:53 はい。 

0:59:55 やってます。 

0:59:59 ちょっとナイトウですけども、今僕あまり 

1:00:04 小さな絵が堆積したとのその上で、どこにどのぐらいっていう話は多分、 

1:00:11 答えないけどぐらいあったか。 

1:00:14 だってそのあと、 

1:00:16 また、環境期利益解析で削られた上でまた堆積してるわけだから、そこの部分

ってどっかを切るぐらいだったのかって、結局細胞わかりませんっていう結論

にしかならないと思うので、 

1:00:30 そういうのも含めた上であったとしてはこういう特徴があるはずなんだけど、あ

るのかないのかということですね。 

1:00:38 そこをきちんとまとめて欲しい。 

1:00:45 はい。電中研ササキです。 

1:00:47 スケッチの中のスケッチを全体を見ると、 



1:00:52 ＰＦＭ案とか洞爺とかをごちゃまぜにしたような角れき或いは円礫、そういった

ものもいろいろまじった堆積物というのが 1 では緩斜面をつくっていまして、そ

れはその他のピットでいろいろと認識してます。 

1:01:08 それが最終表記のといったそういうアクション凍結状況が最後の一つであると

いうふうアクションの堆積物っていうふうに考えていて、 

1:01:18 そういったものが、今この位は見えているＤＦ2 ユニットの 

1:01:26 これは綺麗な皮具体的てるその直上にあるか、そういった斜面堆積物に近い

ようなそういったトリプルアクションにより耐えてくるとかあるかっていうと、 

1:01:36 現状今見えている開削を調査箇所北側ではずーっとなくって、それで標高 53

ｍぐらいまででずっとそのといった地層がないというのはわかってますので、そ

の上にＴＦのメリットっていうのが溜まってるわけですけれども、 

1:01:53 これ粒今のところをｆｔＦＭ案とかが出てきてませんので、そういった後の対象機

器の堆積物だとは思っていない。 

1:02:03 で、その間の表記ではどうかって話なんですけれども、リフラックスのような堆

積物が発生したであるＭＩＳ6 或いはＭＩＳ8 という時代の堆積物が今見えてる

かっていうと、今この露頭では見えて壁面では見えてませんので、 

1:02:20 まずはこの位。 

1:02:23 あるＡ、 

1:02:25 環境機 

1:02:29 Ｓ97 日水なのかっていうところありますけれども、ある海進の時代に途中で停

滞はしつつも、余ったものが、それから無理をして 

1:02:41 かなりなったであって、今の地形というのは、この検知計というのが最終を 

1:02:48 5 月の最終標記の通りフルアクションが作ったようなものだと思っていますの

で、 

1:02:54 その間に似たような堆積物がない。 

1:02:57 いうことを踏まえると、そのとかどりのあったの議論というのと、今ちょっと言い

ましたといったそういう落差の堆積物のあるなしというのは絡めて 

1:03:09 御説明できる資料作りたいというふうに思ってます。 

1:03:14 規制庁においてですけれども、無等しただけじゃよくわからないのでしっかり論

議をして、 

1:03:21 そして、 

1:03:24 部署も含めてきちっと 

1:03:28 この中に入ってもらえますか。 

1:03:32 はい。 

1:03:38 もう 1 点だけ。 



1:03:44 さっき、 

1:03:46 すみません、単月でちょっと私の方。 

1:03:48 304 ページで、前回会合を 

1:03:53 踏まえて、写真を撮ってくれたんだと思うんですけど。 

1:03:57 結局これの 

1:03:59 3、 

1:04:02 写真ですね、これが本当に限界なんなんだなんでしょうねというところなんです

けど、もともとどんな写真月例えばね変わるのか、そのプリントした家が市の

写真。 

1:04:19 だから今後Ｌサイズとかでしかないのか、何か 

1:04:23 ここの今の資料で見る限りのこういったものが限界なんでしょうかっていうのを

ちょっと教えてもらえますか。 

1:04:33 田辺です。こちらの写真に関しましては願わ現存しておりません。この写真が

何かと言うと、報告書に添付されている。 

1:04:43 印可シーンの耐える盤サイズのものをそのままスキャンして、ここに掲載して

いるというものになります。 

1:04:53 この写真の生データを見てもっと精度よくっていうのももう限界があるっていう

ことだと 1 回しましたけど、なんかですね、スケッチ見ると、なんかもとれきがい

っぱい書かれてるものがどれにあたるのかなっていうのは、 

1:05:09 ちょっと会合でも言った通りなんですけど。 

1:05:12 今、 

1:05:15 詳細に見て、これが限界だっていうことでいいですか。 

1:05:22 はい、その詳細に見た上で、当然スケッチとの対応関係というところも意識し

て今回作っております写真の中に概ね 1 メーター位置で講師を赤で書いてる

と思うんですけど、それともスケッチのスケールを極力合わせて、 

1:05:39 ため込んダメで、その中で特徴的な引けるものについては、解釈線を孤立した

というふうなものになっております。 

1:05:50 はい。 

1:05:51 細かいほうでも行ったんですけど、この岩盤の上限のこの青い点線、 

1:05:58 これも、 

1:06:00 そのＦ4 断層と書いてるのが本当にそこで止まっているのかこの写真のように

見てですね、岩盤の上のところでいいのかなっていうのは、 

1:06:12 あってもちょっと詳細をいただきたいということだったんですけど、 

1:06:18 ここまであったということでありました。はい。 

1:06:23 確認できました。 



1:06:30 そう。 

1:06:35 いや、 

1:06:36 うん。 

1:06:38 青い線、 

1:06:39 はい。 

1:06:45 いいですよ。 

1:06:47 すみません。 

1:06:57 続いて参りますけれども、 

1:06:59 全体はちょっと 

1:07:05 ※のところに使っている。 

1:07:08 はい。 

1:07:10 一方だし。 

1:07:11 ブロック以降なんですけれども、 

1:07:15 これ、こっちの何か。 

1:07:20 南側側面のところで測定とかでやったデータとかはあるんでしたんです。 

1:07:27 成因セーブかありますよ。 

1:07:30 コードを調べた結果として、その辺がちょっとあるんです。 

1:07:36 南側壁面のデータということでしょうか。 

1:07:40 はいそうです。 

1:07:50 176 ページのほうにですね。 

1:08:00 昨年の段階で実施した南側壁面での硬度測定結果を再掲しております。こち

らについては、ちょっとＰＳ3 ユニットと書いていて、底部がっていう形での区分

け、 

1:08:15 改めての再測定というものは、今回は実施しておりません。 

1:08:20 ここますということでは西縁部があるということもコード行動測ったデータはな

いということですね。はい。 

1:08:39 規制庁ナイトウですけども全部、全体の話をしてたんですけれども、スタートの

ところでね、過去もオッケー説明とかいうのがあるんですけど、これって使って

んの。結局使ってないような気がする。 

1:08:54 だけど、使わないんだったら、別に入れなくていいのでも少し 

1:08:58 使ってるんですよね。 

1:09:01 説明上は特に不要なんですけど振り返りという位置付けで入れたということを

もう一つが、前回のラップアップ面談の際に、 



1:09:12 劣化部認定の整理を行ってくださいという話がありまして、正式のコメントでは

ないものですから、コメント回答として入れるのはちょっと違うなと思いまして、

この辺のさばき方として、前回の説明内容の中に、 

1:09:28 入れさせていただいたという構成にしてみております。言ってるのが 18192021

とかその辺りになるんですけども。 

1:09:37 この話を整理すると正式コメントじゃないので、2 章以降のコメント回答に入れ

られないので弁閉までの経緯の中に入れるというふうにしております。 

1:09:48 一緒の目的としては振り返りとこのラップアップでご指摘を入れ込みたいといっ

たところの思いです。 

1:10:06 いう等は既設のナイトウですけれども、ね。 

1:10:11 であればね、もう前回のコメントを踏まえた上でこういう調査をした結果として

結論として、どうなったの。 

1:10:22 いう形で、 

1:10:26 入ってもらったほうがわかりやすい。これ前の方なんだけど、これはこれを見

た上で定着しろと何を比較するんですかってのはようわからん。 

1:10:36 全体構成ですね。 

1:10:40 それはもう 

1:10:42 会合までに直してもらえればいいと思うんだけど。 

1:10:46 追加したっていうのは、例えば資料を系統間なかったってしましたというだけの

話だから、別に前回の資料として書き加え必要はない。 

1:10:59 違うんですけど。 

1:11:17 ワタナベです。すいません今も御指摘の趣旨確認させてください。現状は一生

というものを特に 1 の 1 相が 4 月 16 日の審査会合での振り返りをしていると

いうものになってくるんですけども、今おっしゃっているのは振り返りをした上

で、 

1:11:35 影響を受けて、いう調査をして、結果としてこうなりましたっていう一連の流れ

まで一緒に入れてはどうかという理解でよろしいでしょうか。 

1:11:46 いや、弱点溢水がないよね。 

1:11:50 マルマル医大今まで前回コメント決定こういう考え方でもってこういう調査をし

ましたと。で、その調査結果も踏まえて踏まえれば、こういう結論で不安の活

動性がないといけないと思って。 

1:12:10 そうします前回振替とかそもそも不要ということですね。はい。 

1:12:14 うんと 

1:12:15 で使ってないですか。 

1:12:17 だけど、 



1:12:19 説明を使う場合どうぞ。 

1:12:21 だから私はそもそもＰＳ3 って何だった結果そうなったときのための思い出しと

いう意味で入れておりましたいきなりもユニットから入っちゃうんでなんだったっ

けそれってなったときに、 

1:12:33 これが取れるようにっていう意味でした。 

1:12:42 どうぞ。 

1:12:43 うん、だからコメント回答が入ってるからとかコメント回答の前のところに放流

早々の中で、これを確実に定め充実させるためにこういう調査がありました切

り合い出てないかな、キャスクの方がよろしく読みやすいんですけど。 

1:13:01 はい。 

1:13:05 はい、承知いたしましたのように修正いたします。 

1:13:09 はい、なんぼネット 

1:13:11 本とかいって欲しいのは、 

1:13:36 細かい話でしょうがよ 94 ページのところで関連のところで飾り式のやつってま

ぜ囲ってるんだけど、これって、 

1:13:47 何か意味がよく入っているよう書いてるんだったら色が変わってるのはわから

ないし、 

1:13:56 火山灰分析をした測線だけを示せば、 

1:14:00 いうような気もするんだけど。 

1:14:03 これ、火山灰て冷凍機を調査追加調査で火山灰分析って来年込むところの何

か意味があるんです。 

1:14:15 ワタナベ熱水またあのこれ過去の経緯があって、測線の基本発生その測線の

中で火山灰をやったり流動やったり、いろんな分析がその測線上で発生してた

ので、特性がスパッと引かれた上でこれはここは火山灰とかって示し方してた

んですけども火山灰だけに、 

1:14:34 集約されておりますので、ちょっと測線と丸囲みが、 

1:14:39 20 なってしまって、よくわからなくなっている測線だけで確かに十分だと思いま

すので適正化いたします。 

1:14:50 いろいろ改善されているか定量的な 

1:14:55 はい。 

1:14:57 その辺はちょっと工夫してください。最後のまとめ資料とかやってきにはまた考

えなきゃいけないかと思うんだけど、これだけ等もこのラインって何だろうって

いう話になっちゃうっていうようわからないんですねちょっと一つもらった。 

1:15:15 ということを 

1:15:17 うん。 



1:15:19 104 ページ。 

1:15:21 105 ページ。 

1:15:23 ぜひ、 

1:15:24 有機層区分を整理していて 104 ページでこういうふうにそれぞれなっています

とかって。 

1:15:32 一番最後が、特徴が類似するという形で一番矢印下の 105 ページの下に書

いたんだと。 

1:15:40 特徴がっていうのはどう特徴が類似していると考えて、 

1:15:44 なんかよくわからないんだけど、これは、 

1:15:48 どう特徴ですか。 

1:15:54 至極ワタナベです。上段の囲みの中で書いていったＥｓⅢにしろ人使用Ｉ－Ｍ1

を侵食しているであるとか、基質の性状が似ているとかそういったところを包

括してる位置という書き方をしているんですけども。 

1:16:10 結論の部分で言いたいことがもう少しわかるようになるべきだと思いますの

で、修正させていただきます。 

1:16:18 はい、お願いします。これね、まだ 37 ページと、 

1:16:22 多分、今言ったようなところをまずやったということで、違う部分もあるんです

よ。書いてある中で、ちょっとここに書いてないけど、後ろのほうで見ると違うと

いうふうになっているところもあるので、皆さんはどれを採用して見てるとしてっ

ていう 

1:16:37 だから、同じように斜面堆積物と評価してるのかっていうのは、 

1:16:44 ここやってもわからない。 

1:16:49 だって、少なくとも今日の議論でも、今後、 

1:16:55 はい。 

1:16:59 はい。 

1:17:00 水素があるのは、ＰＳさんだけてほかのＰＳにＴＳ1 とあと間起こったところの斜

面とそれがないわけですよね。 

1:17:12 違いはある中で、何をもって類似してこう判断をして 3 名堆積物としたのかっ

ていうところがわからない。何を採用して何をコミットした全然わからない。 

1:17:26 そこは明確にして欲しいんですよ。 

1:17:29 承知いたしました。そう確認として各科書いてるんでこの以外にもパークが当

然ございまして、薄片の類似性とか火山灰の類似性或いは歴すべきの形状調

査の類似性、こういったものすべてを含めてＰＳさんが 12 と維持するというよ

うな結論になるのが、 



1:17:46 正しい姿かと思いますのでその辺りの全体像がわかるように修正させていた

だきます。皆さんでこれがまずだから、この特徴が一緒だからっていうでオミッ

トこれオミットしていたっていう論理構成がちょっとわからないっていうか明確に

取得する。 

1:18:07 はい、承知しましたわね薄片 

1:18:12 薄片 140 ページ以降等も離島ｐ3－10 等々遷移というのは、 

1:18:25 やってそれぞれのところにそれぞれいろいろ書いてあるんだけど。 

1:18:29 何が同じく何が違うのかってきちっとまとめて書いて欲しいんですよ。 

1:18:44 わかりました。先ほどのそうそう確認と同じ趣旨かと思います。整理します。 

1:19:11 若干、 

1:19:13 はい。 

1:19:20 はい。 

1:19:28 今のやつは、 

1:19:31 はい。 

1:19:36 一応、 

1:19:44 あと、260 とか 262 ページ。 

1:19:49 これ皆さん繊維があってその下を水位比って言うだろうと思うんだけど。 

1:19:57 Ｍ＆線以降なんで区別をして、 

1:20:01 はい。 

1:20:02 ここに境界を引いているのか。 

1:20:05 ちゃんと 

1:20:07 何を根拠にろう協会だとしたのかという根拠をちゃんと書いてもらえませんか。 

1:20:14 というのは、断層の変位があって、 

1:20:19 断層の上のところについては誘う上を一番上のところで評価していく形その左

側とかにを誘う。 

1:20:28 もう、途中のこの停止っていうのがあって、ここ何が違うのかってことは何が違

うと判断をしてここにきたのか。 

1:20:39 きちっと書いてもらって、これも米の話だから、しっかりと入ってもらいたいんで

すけど。 

1:20:46 はい、承知いたしました。背後法面からの連続性というところも絡んできますの

で、その辺りも含めて、 

1:20:53 本当に記載させていただきます。 

1:21:14 あとＦ4 か。 

1:21:17 Ｆ－4 を 

1:21:20 結論 



1:21:22 会議入ってください。 

1:21:25 スケッチ 

1:21:27 等の体系を行い決定解釈線を 

1:21:31 ヒーター 

1:21:33 で、その結果として、 

1:21:38 どうだから、不安は、 

1:21:40 活動してないっていう結論なんですよね。そこしか書いて欲しいんですけど。 

1:21:46 了解いたしました活動性評価のところまで通しではい記載させていただきま

す。 

1:22:00 811 名工夫されるというところで止まっちゃっていっても、 

1:22:08 何で 2 次系を与え系いないと。 

1:22:14 はい。 

1:22:16 活動性がないと判断するっていうことなので、 

1:22:20 最終的にははい活動性評価が行き着くところになりますので、そこまで 4 も 11

も整理します。 

1:22:41 で、 

1:22:43 当プレートをもとにして読んで、 

1:22:48 気がついたとか、そのぐらい今困ってるけどもちょっと我々も痛みをみますと 0

今のところを直しをするとか使用関わっています。 

1:23:15 ホクレンのイズミです。今の指摘を踏まえた修正は廻谷週間ぐらい要する見込

みです。 

1:25:04 よろしいですかね。 

1:25:34 はい。 

1:25:35 あと、 

1:26:07 はい、わかりました。ちょっとみってどうするかはちょっと考えます。あとで連絡

をするようにしますので、 

1:26:20 よろしいでしょうか。特になければそちらからもなければ、及びヒアリング資料

という形にしたいと思うんですけども。 

1:26:29 はい、イズミです。次回の日程等については後程ご連絡ということで結構でご

ざいます。 

1:26:41 これは、 

1:26:44 規制庁タガミです。それでは本日のヒアリングが終了いたします。 

 


